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序 文
文化財保護行政に多大なる功績を挙げられた五十棲市長が三期12年間の長きにわたる

市長職にピリオドを打たれました。

市長在職中は、埋蔵文化財保護及び急増する発掘調査業務に対応するため、調査体制

の整備充実を図る目的で財団法人長岡京市埋蔵文化財センタ ー を設立、長岡京遷都1200

年記念事業の一環として、文化財の中核施設としての役割を果たす長岡京市立埋蔵文化

財調査センタ ーを建設されました。

また、全国の史跡等をもつ520余りの市町村で組織されている 全国史跡整備市町村協議

会では、小さな市でありながら協議会の理事に就任されるなど文化財の保護に積極的に

取り組まれてきました。

勝竜寺城公園整備に伴う埋蔵文化財発掘調査に際しては、再三現地に出向かれ、指示

されるなど、文化財に精通の一端を覗くことができました。

こういった数々の積極的なご尽力により、本市の文化財行政も確立することができま

した。

ここに刊行いたします報告書は、平成2 年度中に教育委員会が国庫補助事業として実

施しました調査結果をまとめたものであります。その内容といたしましては、長岡京跡

今里車塚古墳などに関するものであり、特に今里車塚古墳では、葺石周辺から円筒・ヒ

レ付円筒•朝顔形・家形等の埴輪が検出され、中には表面に赤色顔料を塗ったものも見

られるなど貴重な成果が得られました。

これらの成果が本市の歴史を解明する上で貴重な資料となるとともに市民の歴史学習

資料として広く活用していただけることを期待しています。

最後になりましたが、調査にあたり数々のご指導をいただいた諸先生方並びに関係行

政機関、また発掘調査にご理解とご協力を賜りました土地所有者の方々に、紙上を借り

まして厚くお礼申し上げる次第でございます。

平成3年3月

長岡京市教育委員会

教育長中小路 脩
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凡 例

1 。 本冊は、 平成 2 年度に長岡京市教育委員会が国庫補助事業として実施した長岡京跡の発掘

調査の概要報告である。

2 . 上記の調査地は付表ー 1 のとおりである。 その位置は第 1 図に示した。

3 . 長岡京跡の調査の次数は、 長岡京跡左京、 長岡京跡右京ごとに通算したものである。 調査

地区名は、 高橋美久二「長岡宮跡昭和51年度発掘調査概要」（京都府教育委員会『埋蔵文化財

発掘調査概報(1977 )』昭和52年） による小字名をもとにした地区割に従った。

4 . 長岡京内の条坊名は、 山中章他「第126図長岡京条坊図J (向日市教育委員会 『向日市埋蔵

文化財調査報告書』第8 集 1982年） による呼称に従った。

5 . 各調査報告の執筆者は、 各章のはじめに記した。

6 。 本書の編集は長岡京市教育委員会管理課文化財係中尾秀正が担当した。

7 .  現地調究および 本書作成に至るまでの整理・製図作業には下記の方々の御協力を得た。

また、 図面のトレ ー スには、 財団法人長岡京市埋蔵文化財センタ ー 白川成明氏の御協力を

得た。 遺物写真撮影は写房 楠華堂 楠本真紀子氏の御協力を得た。

〔調査作業員〕 麻田安太郎•井本千代治・岩岸三郎・佐藤昭三•田頭道登•高瀬嘉一郎

中村正雄•平木秋夫

〔調査補助員・ 整理員〕 池庄司 淳•小田 賢•坂根 瞬•佐藤隆広•橋田邦夫・花村

潔•吉岡勝則・岩川絢子・桂 真里•奥田泰江・小畠絢子・鈴 木芙美子・

田中智紀・船戸裕子

付表ー 1 本書報告調査一覧表

調 査 次 数 地 区 名

長岡京跡

所在地 上地所有者 il 調舎期間 調 査

右厚第352次調査
7ANITT 13 

今里四丁目

（現地） 面積
備 考

長岡示跡
5 大成ハウジンク、 990 m 2 

右凩第360次調査
7ANIAE 7 

今里四丁巨
5.29 8.28 500 今里車塚古墳

長岡忠跡
254 1 

平 野 義 夫
1990 m 2 

右尽第364次調査
7ANMSI 10 

開田四丁目
8.27 9 28 238 今里遺跡

405 
藤 井 博

1990 
11. 8 12 .15 

m 2 

開田遺跡173.5 
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第1図 本書報告調査地位置図

長岡京条坊復原図 平城京型復原による

長 岡宮

〗二］
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第1章 長岡京跡右京第352次(7 AN I TT-13地区）調査概要

ー今里車塚古墳第 7 次調査 一

1 は じ め に

1 本報告は、 1990 年 5月29日�1990 年8月28日まで、 長岡京市今里四丁目5 番地において実

施した長岡京跡右京第35 2次調査（今里車塚古墳第 7 次調査） に関するものである。

2 本調査は、 長岡京跡および今里車塚古墳の墳丘裾・周濠の規模等を確認する目的で、 長岡

京市教育委員会が主体となり実施した。 現地での調査は財団法人長岡京市埋蔵文化財センタ

ーに調査員の派遣を依頼し、 木村泰彦が担当した。

3 調査実施にあたっては、 近隣の方々に水道水の供給をはじめ数々のご援助をいただいた。

また調査中および整理期間中には、 数多くの方々からご指導、 ご援助を賜った。

4 調査後の図面・遺物整理は、 桂真里・船戸裕子をはじめ多くの方々の協力を得た。

5 本報告のうち、 4 葺石の石材については京都府立山城郷土 資料館の橋本清一氏に、 6 木製

品の樹種および 7 植物遺体分 析は天理大学付属天理参考館の金原正明氏に執筆をお願いし、

第2図 発掘調査地位置図 (1 /5000) 

-1-



2 調査経過

2 調 査 経 過

過去の調査 今里車塚古墳は、 『山州名跡志』の記載や地元の伝承などから その存在は知られ

ていたものの墳丘の大半が削平を受け、 その実態については永らく不明のままであった。 とこ

ろが1978年に都市計画街路（外環状線）改良工事に伴う発掘調査が京都府教育委員会によって

行われ、 初めて その内容が明らかとなった。 調査は長岡京跡右京第12次調査として実施され、

年度が変わり、 あらためて右京第26次調査として継続して行われた（今里車塚第1 ・ 2次調査）。

調査の結果、 今里車塚古墳は現状の地割りおよび地籍図から、 主軸を東西に向けた前方後円

墳と推定され、 後円部の直径は約46m、 周囲には幅12m、 深さ0. 7mの周濠を持つことが明らか

となった。 周濠内からは笠形を呈する木製品の他、 円筒 ・ ヒレ付き円筒•朝顔形・家形の埴輪

が出上しており、 その特徴から五世紀前半頃の時期が考えられた。 さらに後円部に掘られた現

代のゴミ穴からは、 古墳の副葬品の一部と見られる方格規矩獣文鏡の破片が出土している。 ま

た長岡京期に周濠の埋め立て ・ 墳丘の部分的な破壊が行われたことも明らかとなっている。

この調査で明らかとなった今里車塚古墳の最大の特徴は、 墳丘の裾に幅約0. 5m、 高さ約0. 5m

のテラ スを持ち、 そのテラ ス面に約 4m間隔で柱の列を廻らせていることである。 調査を担当さ

れた高橋芙久二氏は、 先の笠形木製品は蓋を表現したものであり、 この柱の上にのせられて埴

輪と共に使用されたものという見解を示され、 後に 「木製の埴輪」の名称を与えられた。

都市計画街路（外環状線）改良工事に伴う発掘調査は、 その後（財） 京都府埋蔵文化財調査

研究センタ ーが継続して行い、 1981年11月に右京第84次調査（今里車塚第 4 次調査） がくびれ

部付近において実施された。 その結果、 ほぽ推定位置において南側のくびれ部と柱列を検出し、

特にくびれ部の柱穴には外側に面を向けた板状の木製品を伴っており、 盾の可能性が指摘され

ている。 また笠形木製品も二点出土している。 ただ北側のくびれ部は、 攪乱を受けて明確には

検出されず、 前方部の規模は判明しなかった。 さらに南側の周濠外縁部も検出されていない。

続く1983年8月に行われた右京第141次調査（今里車塚第 5 次調査）では、 上記の調査で不明

であった南側の外縁部の検出を主な目的に実施された。 しかしながら調査個所の制約もあり、

ここでも明確な遺構は確認されなかった。

この他に、 後円部の中央付近では1980 年 8月に右京第45次（今里車塚第 3次調査）、 1984年 5

月に右京第16 4次（今里車塚第6 次調査）の二回の調査が行われているが、 先述の如く墳丘は既

に地山面まで削平を受けており、 今里車塚古墳に関係する遣構はまったく検出されていない。

また右京第45次調査と併行して行われた第8013次立会調査は、 右京第12·26次調査において

日葉酢媛陵型として復元された前方部の墳丘裾と周濠の検出を目的に実施されたが、 残念なが

ら期待された遺構は確認されていない。 したがって現段階においては今里車塚古墳の前方部の

正確な規模については不明のままである。
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調査の契機 1990 年 3月、 大成ハウジング株式

会社より、 今里車塚古墳の南西部にあたる二枚の

水田を造成する旨の連絡があった。 造成は盛土の

みで建物などの建設は行わない 計画であったが、

長岡京市教育委員会では遺跡の重要性から、 造成

に伴う東側と北側の擁壁工事部分については原因

者の負担で行い、 他の部分については国庫補助事

業として発掘調査を行うことに決定した。

調査の経過 5月15日、 まず擁壁に沿って幅約

2 mのトレンチを入れ、層序の確認を行った後に古

墳の復原図をもとに、 墳丘および周濠の検出をめ

ざして扇形のトレンチを設定した。 調査は床土直

下までは重機によって掘り下げ、 以下は人力によ

って行ったが、 折からの記録 的な猛暑の為例年に

なく厳しい調査となった。 調査の進展に伴い周濠

の規模が予想よりも大きく、 また部分的に西側に

広がることが判明した。 しかし士置場の関係上あ

まり大きく広げることは不可能なため 7月26·27

日に部分的な拡張を行った。 また掘り下げに伴い

適宜写真撮影を行っている。 周濠断面•平面図等

の作成後、 8月 3 日に記者発表、 8月 4 日に現地

説明会を行った。 その後 8月 7 日にバル ーンによ

る写真測量。 葺石部分の作 図を開始する。 8月

10�20日にか けて、 山城郷土資料館の橋本清一氏

に葺石の調査をお願いした。 これらの作業が完了

した20日に埋め戻しと並行して西側の拡張を行い

周濠の広がりを確認した。 これにより調査面積は

延べ500m'tなった。 その結果、 周濠外縁部は不定

形な張り出しを有し、 さらに溝状に西側に延びて

いることが判明したが、 それ以上の確認は行い得

なかった。 これらの作図・写真撮影の後、 2 3日に

拡張部の埋め戻しを開始し、 28日の器材撒去をも

って現場での作業をすべて終了した。

第1章 長岡京跡右京第352次調査概要 5 

第4図 擁壁部分の調査

第5図 現地説明会

第6図 舜石の調査

第7図 拡張区の調査



6 検出遺構

3 検 出 遺 構

調査区の設定 今回の調査地は、 先にも述べた如く今里車塚古墳の後円部南西にあたる二枚

の水田である。 東側の水田面での標高は29. 2m、 西側で29. 4mであるが、 調査開始時には既に約

0. 5�0. 8mの盛土 がなされていた。 調査は古墳の墳丘裾および周濠の検出をめ ざして、 東側の水

田の北東隅を集点とする扇形に設定し、 西側の水田部分は土置場用の スペ ー スとした。

層 序 盛土、 耕作土、 床土を除去すると近世 遺物を若干含む約O.lmの厚さの淡黄灰色砂質

土（第 4 層）、 室町時代の瓦器を含む約O.lmの厚 さの暗灰褐色粘質土（第 5 層）がありそれらを

除去すると、 今里車塚古墳の周濠輪郭が検出された。 今里車塚古墳の後円部は昭和の初めまで

は部分的に残 っており、 これにより墳丘裾部削平の時期が鎌倉時代頃に求められる。

周濠内の堆積は基本 的に、 暗茶灰色砂質土 （第6 層）、 灰色粘土マンガン混り（第8 層）、 茶

褐色砂礫混り土（第11層）、 灰色シルト砂混り（第13層）、 暗青灰色粘土（第15層）•黒色腐植土

（第20層） の 6 層で、 部分的にいくつかの間層が見られる。 各層には 5世紀�14世紀までの遺

物が含まれており、 徐々に周濠が埋まっていったことが看取 される。 このうち最下層の第20層

及び周濠南半部にの み堆積している第2 1層は、 いずれも植物遺体を多く含む腐植土層で、 周濠

が湿地状を呈していたことを示しており、 この層から後述する木製品が出土している。 また第

6 層には完形に近い長岡京期の土師器皿などの遺物を含んでおり、 以前の調査でも指摘された

如く、 長岡京の造営に伴って周濠が埋め立てられたものと見られる。

L 二 27.Sm

15 0 1m 
l11111111,l11111111,l11111111111l11, 11111!11111111111 

••――•＝＝三＝三� 三
15 

5 暗灰褐色枯質土（瓦器等含む）
6 暗茶灰色砂質土（長岡京期）
8 灰色枯土マンガン混り

10 黄灰褐色砂礫
11 茶褐色砂礫混り土
12 淡黄灰色砂礫
13 灰色シルト砂混り
14 灰色砂
15 暗青灰色粘土
16 明灰色シルト
17 明灰色枯土
20 墨色腐植土
21 灰色腐植土
69 暗緑灰色枯質土

L
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周
、さ
藁 これまでは盾形周濠と考えられていたが、 今回の調査において、 周濠外縁の南辺・

西辺ともに直線 的に延び、 古墳の南西部で直交するような形状を呈することが判明した。 検出

面からの深さは、 調査地北辺で0. 7m、 東辺で0.6m、 最も深い溝との接点付近でO.Smを測る。

周濠底の標高は北で26. 7m、 東で26.5mで緩やかに東にむかって傾斜している。 またコ ー ナ ー部

では、 南辺をそのまま延長する形で幅約 3m、 深さ約0. 3mの溝状遺構が西に延びており、 その

北には 「 L」字形の張り出しが存在することも明らかとなった（第10図）。 溝の堆積状況は周濠

部分と同 一であり、 確実に同時期に存在したものである。 張り出し部分は、 幅約 4mでこの溝に

並行して東に延び、 ほぼ直角に北に折れ曲がっており、 南北約S m、 東西約 7m、 高さ約0. 6m

を測る。 上面には何らの施設も認められず、 また周辺には埴輪等の遺物も ほとんど見られない

ため現段階では その性格については不明である。

-
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第9図 調査地平面図(1 /200) 



8 検 出 遺構

この他に、 調査地南辺の周濠外縁上で直径約0.4m、 北西隅の周濠外縁上で直径0. 3m、 そのす

ぐ 東側に下場付近で直径0. 4�0. 5mの小ピ ッ トをそれぞれ検出したが、 いずれも深さはO.lmと

浅く、 また柱跡も認められなかったため、 墳丘裾の柱穴とは異なるものと考えられる。

墳 丘 ほぼ堆定位置で、 削平された後円部の墳丘裾部が検出された。 墳丘は地 山面を削り

だした後、 斜方 向に盛土を行って裾部の整形をしている。 高さ約0. 7�0.Smが遺存 し、 これまで

の調査結果と同 様に周濠底から0. 3�0. 4mの高さでテラ スを作 り出し、 そこに約 4m間隔で柱が

3 本存在している。 ただテラ スの幅は1. 2mと若干広く、 またテラ スの上段だけでなく下段にも

葺石を有している点が異なる。 葺石は裏側に粘質 の土を置いて固定しているようである。

葺 石 上段は、 比較 的残 りが 良好な北側で高さ約0. 3m、 2 � 3 段分が残 り、 南に行くに従

い、 1 � 2 段の残 りとなる。 基底の石は長さ0. 3�0. 4m前後で、 長側面を外側に向けてその上に

拳大の石を積み上げている。 平面形は ほぼ円弧を描くものの、 中央付近では若干外側に張りだ

している。 作業単位 の可能性も有るが、 お そらく墳丘の崩壊によるものであ ろう。

下段の葺石は調査区の北側に約 5m程が遺存していた。 高さは0. 4m、 上段よりも小型の石を

4 段ほど積み上げている。 これまでの調査では、 下段部には葺石は検出されておらず、 今回の

調査地でも南側では崩壊したような痕跡も認められない。 後世 に抜き取 られたとしても周濠内

の堆積状況を見るか ぎり、 少なくとも長岡京期の埋め立て時のものではなく、 あるいは部分的

に施されたものか、 現段階においては即断しかねる。 ただこれまで柱列を規準に約46mに復元さ

れた後円部の直径は、 これにより一回り大きく約48mとなる。 なお葺石の詳細は後述する。

柱 列 テラ ス部で検出された 3 本の柱はいずれも直径0. 35m、 深さ0. 35mの円形掘方を有

し、 柱の底部や周囲には根固めと見られる拳大の石を配している。 柱の材はコ ウヤマキで、 表

面がかなり風化しており 本来の直径は不明であるが、 いずれも約O.lm弱である。 過去の調査で

は、 柱は芯去材を用いた大型のもの

と芯持材の小型のものが交互に配置
1 4 1  

されていたことが指摘されており、

復元図では当調査地の柱 1 と柱 3 が

芯持小型材、 柱 2 が芯去大型材とな

る。 とこ ろが実際は柱 1· 2 が芯去

材、 柱 3 が芯持材であり、 復元とは

若干異なる様相を呈している。 ただ

出土遺物において述べる如く、 木取

りの問題を除くと柱 1 は小型材であ

った可能性があり、 柱の大小の配列

は守られていたものと見られる。
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第10図 拡張区平面図 お よ び木製 品 出 土位置 (1 /400) 
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4 葺 石 の 石 材

1978年度に今里車塚古墳の第 1次調査が実施され、後円部の直径が約46mの前方後円墳と堆定

され、 墳丘斜面に は葺石が葺かれて、 周濠が廻 っ ていることも判明した。 筆者は、 この時に検

出された現位置石の葺石と崩落石の726 9個の石材について、 地質 学調査で行われている方法を

工夫し応用することによ っ て、 各石材の特徴をできるだ け数値化や記号化して記載することに

して、 生の デ ー タ を表わすようにした。 また。 葺石の空間 的な位置関係を図示するための初め

ての試みを行 っ た。 これらの作業は、 他の古墳の葺石と比較するには、 将来膨大な デ ータ 処理

が必要となり、 また葺石の立体 的な形の図化と、 葺石の空間 的な位置関係を、 古墳の等高線図

にもとずいて立体 的にあらわして検討することに そなえる こ とを考えており、 コ ン ピ ュ ータ ー

での使用を考えて進めている段階である。

1990 年度に、 本古墳の後円部の南西側で第 7 次調査が行われ、 周濠と墳丘の裾が検出され、

テラ スの上段と下段に葺石が検出された。 今回検出された葺石の現位置石について、 1978年度

と同 じ方法で側定し、 1990 年 8月10 日 ・ 11 日 。 20 日 の 3 日間にわた っ て現地調査を実施した。

葺石の石材は、 次の各項目について調べた。 なお紙数の関係上、 各種の図を省略したので、 詳

しくは 『埋蔵文化財発掘調査概報』 (1980年第 2 分冊 京都府教育委員会発行）を参照された い。

測定項 目 岩石名 。 大きさ•重さ 。 円磨度 ・ 風化度•その他の特徴。

測定方法 岩石名の決定 は、 ほとんどを肉 眼により、 決定の 困難なものはル ーペを用 いた。

大きさ は、 長軸、 中軸、 短軸の長さを測定した。 重さは、 2 kgまでのものは料理用はかりを用

いて0. 0 1kgまでを、 2 kg以上のものは体重計を用いて0. 5kg単位 で求めた。 円磨度については、

Krumbein 1941年による礫 の円磨度の段階表と照合して求めた。 なお球形度は求めてない。

風化度 は、 現地調査で可能なように、 肉 眼観察により次の 4 段階にわけた。 しかし、 顕微鏡

観察や化学分 析を実施して区分するような方法は必要であるが、 現場で多量のものを決定する

のは実用 的では ないので行 っ ていない。

•新 鮮ー岩石の表面 ・ 内部が ほとんど風化していないもの。 表面が少し変色している程度の

ものは含めた。

． 弱風化 岩石の表面や節理 ・ 層理面 ・ 片理面などに沿 っ て、 厚 さ数mm以上の風化が進んでい

るが、 中心まで達していないもの。

• 中風化 岩石の風化が表面から中心まで達しているが、 ハ ンマーなどの道具を使わないと割

れないもの。

。 強風化ー岩石の風化が表面から中心まで達しており、 きわめて風化が激しいので、 手 で握り

つぶせる ほどに軟らかくな っ ているもの。

その他の特徴としては、 色 ・ 粒度 ・ 鉱物の種類や集合状態などを調べた。



1 2 葺石 の石材

葺石の石材 次の 7 種類の岩石がみられた。 丹波層群の砂 岩、 チ ャ ート、 緑色岩類、 頁岩～粘

板岩（珪質 頁岩を含む） などの海底にたまった 2 億年ほど前の堆積物からなる岩石と、 それら

を貫く玲岩、 花閥岩質 ア プラ イ ト（半花岡岩）、 脈石英などの脈岩類である。

後円部南西側の葺石の岩石種組成を、 付表 2 と第12図にしめす。 約400個の現位置石が検出さ

れているので、 それら全てについて岩石名を決定した。 その内の312個について、 各項目を測定

したので、 それについて述べてみたい。

テラ ス上段の葺石196個と、 テラ ス下段の葺石116個についてみると、 上段の葺石は、 砂 岩48.

5%、 チ ャ ート36. 7%、 緑色岩類5. 6 %、 玲岩6. 1%、 頁岩～粘 板岩1. 5%、 脈石英1. 0 %、 花岡岩

質 ア プラ イ ト0. 5%であり、 下段の葺石は、 砂 岩44. 8%、 チ ャ ート44. 8%、 緑色岩類2. 6 %、 紛

岩6. 0 %、 頁岩～粘 板岩0. 9%、 脈石英0. 9%、 となっているが、 上段と下段の岩石種の差異はあ

まり有意な差異ではない。

むし ろ、 テラ ス上段と下段の葺石をまとめて みると、 砂 岩47. 1%、 チ ャ ート39. 7%、 緑色岩

類4. 5%、 紛 岩6. 1%、 頁岩～粘 板岩1. 3%、 脈石英1. 0 %、 花岡岩質 ア プラ イ ト0. 3%の値を、 他

の葺石が葺かれている個所と比較する ほうが有意な差がでてきた。

1978年度の第 1次調査では、 540個の現位置にある葺石についてみると、 後円部の南側では、

砂 岩6 9. 7%、 チ ャ ート13. 4%、 緑色岩類14. 3%、 玲岩1. 3%、 頁岩～粘 板岩0. 9%、 ホルン フ ェ

ル ス0. 4%であり、 後円部の北側では砂 岩54. 0 %、 チ ャ ー ト25. 9%、 緑色岩 類6. 8%、 玲岩9.

4%、 頁岩～粘 板岩1. 6 %、 ホ ルン フ ェ ル ス1. 3%、 花岡岩質 ア プラ イ ト0. 3%、 脈石英0. 6 %とな

り、 南側と北側では、 砂 岩、 チ ャ ート、 緑色岩類、 玲 岩は、 約10 %程度の差が認められた。

1990年度の第 7 次調査の後円部南西側と、 1978年度の後円部の南側や北側の葺石をくらべて

みると、 約10�20 %の有意な差異が認められる。 後円部の葺石について、 ある場所ごとに差異

がみられるのは、 種々な理 由が考えられるだ ろう。 特に検討すべきことは、 葺石の礫 の採取 場

所が異なるのか、 それに伴って集められた礫 が分散して置かれており、 それに従って種々な単

位 の葺石を葺く作業としてのある一定の広がりをもったいくつかの作業単位 のまとまりごとに

このような有意差異を生じてきたのか、 そうでないのか、 あるいはもっ と別な考え方で説明で

きるのかが問題になると考えられるが、 実証す るのはきわめて困難であると考えている。

次に、 もっと大きくみると、 1978年度の現位置石540個と崩落石6729個の合 計726 9個について

みると、 砂 岩60. 0 %、 チ ャ ート2 9. 8%、 緑色岩類6. 4%、 砂岩2. 8% 、 頁岩～粘 板岩0. 3%、 ホ ル

ン フ ェ ル ス0. 2 % 、 花岡岩質 ア プラ イ ト0. 2 %、 脈石英0. 4%となり、 部分的な組成比の違いがな

くな って平均化されている。 それに、 1990年度の現位置石312個を加えた合 計7581個について み

ると、 砂 岩59. 5%、 チ ャ ート30. 2 %、 緑色岩類6. 3%、 玲岩2. 9%、 頁岩～粘 板岩0. 3%、 ホルン

フ ェ ル ス0. 2 %、 花岡岩質 ア プラ イ ト0. 2 %、 脈石英0. 4%となり、 当然のことながら、 1978年度

の組成比とほとんど変わりはなく、 この岩石種組成が 本古墳の特徴を全体 的にあらわしている
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第12図 岩石種の 分布 ( 1/40)
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と考えられる。

葺石の大 き さ • 重 さ 付表 2 にしめす平均径は、 各葺石の長径 • 中径・短径の和を 3 で割っ

た値である。 根石についてみると、 テラ スより上段の葺石の根石は、 不明確なものを除くと、

平 均径は17�26cmで、 重さとしては約 6 �20kg程度のものが使われている。 ただ不明確なもの

では、 平 均径が14�16cmのものがみられる。 この根石には砂 岩が長も多く、 次にチ ャ ートがみ

られ、 少ないながらも緑色岩類や玲岩が使用されているのが目立っている。

テラ スより下段の葺石の根石は、 平均径がll �l 9cmで、 重さは約 1 � 5 kg程度のものが使わ

れており、 上段の根石にくらべて小さい。 ただ、 この下段の葺石は部分的で連続しないものの

可能性も残 している。 岩石種の構成も砂 岩が最も多く、 次いでチ ャ ートがみられ、 緑色岩類が

少しみられる。

根石以外の葺石についてみると、 根石の平均径程度のものが部分的に使用されているが、 こ

れが作業単位 をしめすものと、 無関係なものがとこ ろどこ ろにあり、 これらのものを除くと、

平 均径が 5 cm以上から根石サ イ ズまでのものが大部分であり、 裏込め石は、 平 均径がおよ そ 5

cm以下、 重さが200 g 以下のものが使われている。

葺石の円磨度 岩石種ごとにみると、 テラ スより上の葺石と下の葺石とでは、 あまり有意な

差異がみられないので、 一体として全体 的にみると次のようになる。

砂 岩は、 0. 5以上で0.6末満は49. 0 %、 0.6以上で0. 7末満は2 4. 8%、 0. 4以上で0. 5未満は2 4.

1%、 0. 3以上で0. 4未満は1. 4%であり、 チ ャ ートについては0. 4以上で0. 5未満は45. 5%、 0. 5以

上で0. 6未満は35. 8%、 0. 3以上で0. 4未満は8. 1%、 0. 7以上で0. 8未満は0. 8%であった。 その他

には数が少ない緑色岩類は、 0. 3から0. 6までのものがみられる。

1978年度の後円部の北側と南側の葺石の円磨度は、 砂 岩は、 0. 6以上で0. 7末満が59. 4%、 0.

5以上で0. 6未満が31. 8%であり、 チ ャ ートについては、 0. 6以上で0. 7未満が45. 0 %、 0. 5以上で

0. 6 末満が42. 6 %であり、 緑色岩類は、 0. 5から0. 7までのものがみられた。

1990 年度の後円部南西側と、 1978年度の後円部の北側と南側の葺石の円磨度を比較して みる

と、 砂 岩では、 後円部の南西側のものが上記のように約20�30 %程度に円磨度が明らかに低く

なっており、 チ ャ ートでも円磨度の ピ ー ク が0. 4以上で0. 5未満にくるのに対して、 後円部の北

側と南側では0. 6以上で0. 7未満の ピ ー ク がみられ、 これも前者の部分の ほうが円磨度が低いこ

とが明 白である。

このように、 後円部の南西側の葺石の ほうが後円部の北側と南側の葺石にくらべると、 明ら

かに円磨度の低いものが使用されている。

葺石の風化度 岩石種ごとにみると、 風化しにくいチ ャ ートは、 ほとんど全てが新鮮なのは

当然であり、 砂 岩については、 ほとんどが新鮮か、 新鮮ないし弱風化および弱風化のものであ

り、 中風化のものはまれである。 緑色岩類と紛岩も、 砂 岩と同 様な傾向がみられる。
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以前に筆者は、 乙訓地区の現河床礫 と、 不充分ながら発掘調査などで出土した旧河道の河床

礫 を、 同 様な方法で測定を行っているが、 今回は紙数の制約上 それについて触れることができ

ないので、 これも 『 埋蔵文化財発掘調査概報』(1980年第 2 分冊 京都府教育委員会発行）を参

照されたい。 このなかで 本古墳直下の礫層の礫 についても同 様の測定を行っている。

そのなかでも述べているように、 善峰川 の現河床礫 と、 今里車塚古墳の葺石の大部分につい

ては、 岩石種組成比 。 大きさ • 円磨度・風化度をくらべてみると、 下流部（前掲書第9 7囮16と

1 7の間付近） によく合っており、 下流部でも小畑川 との合流点に近い部分のものが多いのでは

ないかと考えていた。 とこ ろが、 1990 年度の後円部南西側の葺石を考えると、 善峰川 下流でも

16に近い中流部にまで大部分の葺石である古墳時代の当時の河床で河床礫 を採取 したと考えね

ばならない。 このことは 本古墳後円部の葺石の大部分が、 小畑川 との合流点付近の善峰川 から

下流部に近い中流部（もう中流部とよんでもよい） の広い範囲で採取 が行われたと考えられる。

特に根石サ イ ズのものでは、 善峰川 の下流部に近い中流部から中流部の上流にかけて採取され

たと考えられる。 ただ、 古墳時代の当時の善峰川 がどこをどのように流れていたのかは部分的

にしか発掘調査で明らかにされていない。 その少しの データ によると、 古墳時代の善峰川 は、

下流部では現在よりも南の、 長岡第十小学校およびその周辺で みつかっているが、 いくつかに

分流しているのかどうか明らかではない。 なお、 本古墳の築造時に地山の砂礫層を削ったとき

に生じた礫 を使用しているかもしれないが、 礫 径が小さなものが多いためにあまり使用はされ

なかったようである。 上に述べたように、 後円部の北側と南側の大部分の葺石が、 善峰/ I Iの下

流部でも下流で採取 されたものが使用され、 後円部の南西側の大部分の葺石が、 善峰川 の下流

部に近い中流部で採取 したものを使用していたと考えると、 その運搬方法や時期はよくわから

ないが、 採取 してきた河床礫 を採取 地ごとにわ けて置いておき、 しかも、 ある大きな作業単位

のまとまりごとに、 それを用いて葺石を葺いたというある程度 ばくぜんとした仮説が考えられ

ないであろうか。 今後も、 葺石が 本古墳で検出されるごとに調査測定を続 けていく必要がある

だ ろう。

葺石の石組み 本古墳の葺石が墳丘斜面に対して空間 的にどのように配置されているかを測

定し、 その結果を第13図にしめす。

今回は、 現場での時間の制約上、 図示するまでに至らなかったが、 葺石の葺かれているパタ
ーンを観察した。

測定項 目 葺石の長軸の伸びの傾き、 中軸の伸びの傾き。

測定方法 地質 調査用の ク リ ノ コ ハ ス（ ク リ ノ メ ータ ー） を用いて、 葺石の長軸および中

軸の伸びの方向をまず測定して、 実測図に その方向の線を入れ、 つ ぎに長軸および中軸の伸び

の方向における水平面からの傾きが何度あるかを測定して、 実測図に矢印を入れて傾斜角度を

記入した。 葺石の表面は凹 凸が多いので、 傾斜角度は 5 度単位 程度で測定した。



Ga1: 

一 長軸 と 傾 き （度）
--—→ 中 軸 と 煩 ぎ （度）
：ロゴ 水平

゜ 2 m  

第1 3 図 葺石 の石紐図 ( 1 /40) 
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後円部南西側の現位 圏にある葺石についてみると、 根石は長軸を墳丘の等高線と平行にして

水平に据えており、 中軸は墳丘斜面下または斜面上あるいは墳丘内部に傾けるように据えてい

る。 その他の大部分の葺石についてみてみると、 長軸および中軸を墳丘斜面下または斜面上に

あるいは長軸を墳丘の等高線に平行に葺いているものが大部分ではあるが、 部分的には長軸ま

たは中軸を墳丘内部に傾けるよう．に葺いているものがみられる。 後円部南西側の葺石と、 1978

年度の後円部の北側の葺石もよく似た葺き方をしている。 とこ ろが南側の葺石は墳丘内部に傾

けるように葺いており、 大きく葺き方が異なっている。 このように、 後円部は場所によって、

葺石の葺き方が異なっているが、 どの程度の単位 で異なっているのかは明確ではない。 墳丘斜

面に沿うように葺 いているのと、 統制はとれていないが、 墳丘内部に食い込ませるように葺く

2 つの大きな方法がみられる。 長岡京市の恵解 山古墳の葺石は、 みごとなまでに統制がとれた

墳丘内部に食い込ませる方法がとられている。 これは、 葺き方の技術の進化と技術者集団の組

織力などが反映されているものかもしれない。

本古墳では、 個々の葺石の裏には、 裏込め石の ほかにそれらの石材を固定させるために、 こ

ねられたうすい粘土を墳丘斜面にはって葺石を葺いており、 葺石を強く固定させ る 技術を採用

している。

今里車塚古墳の葺石は、 残 存状態が下方の ほうしか 良好でないので、 はっきりとは示すこ

とはできないが、 種々な作業単位 がみられるようである。 しかも残 存状態の 良い部分では、 写

真 に示すように、 作業単位 の間には、 葺石は X のような斜交するパタ ーンがみられる。 これは

葺石を斜めに上るように葺いて ゆく過程で、 反対の 向きを認識しながら斜交するようなパタ ー

ンを完成していくという技術が、 低いながらも部分的にみられる。 京都市西京区の天皇の杜古

墳では X のパタ ー ンが顕著にみられる。

以上のように、 今里車塚古墳では、 葺石の葺き方の共通性と、 場所ごとの違いがみられるよ

うである。

第14図 今里車塚古墳の葺石 第15図 葺石 の石組み
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付表 2 後円部葺石 （現位置石） の 測定値

番 号

1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 ， 

10 
11 
12 
13 
14 
15 
16 
17 
18 
19 
20 
21  
22  
23  
24  
25 
26 
27 
28 
29 
30 
31 
32 
33 
34 
35 
36 
37 
38 
39 
40 
41 
42 
43 
44 
45 
46 
47 
48 
49 
50 
51  
52  

岩石名
s s  
C H  

S C H 

P O R  

S H  

V Q Z 

A P  

岩石名

s s  
C H  
C H  
C H  
s s  
s s  
s s  
C H  
s s  
s s  
s s  

S C H 
P O R  

s s  
s s  
C H  
s s  
C H  
C H  
s s  
s s  
C H  
C H  
s s  
C H  
s s  
s s  
C H  
s s  
s s  
C H  
C H  
s s  
S H  
s s  
s s  
s s  
s s  
s s  
C H  
C H  
s s  
C H  
s s  
C H  
s s  
s s  
C H  
C H  
C H  
C H  
C H  

： 砂岩

： チ ャ ー ト

： 緑色岩類

： 玲岩

： 頁岩～粘板岩

： 脈石英

： 花岡岩質 ア プ ラ イ ト

大 き さ

長径 中径 短径

31 20 8 
18  18 14 
29 19  12 
11 ， 5 
27  19  16  
30  18 15  
13 10 7 
15 10 8 
15 10 3 

7 5 4 
28 18 16 
14 10 8 
15 ， 7 
10 10 3 
12 12 8 
12 6 5 
12 11 10 
19 13 ， 
11 8 4 

8 6 4 
8 7 4 

10 7 5 
11 ， 6 
15 14 5 
13 10 3 
20 11 5 
28 16  10  
12 6 3 
8 6 4 

11 6 4 
8 7 5 
7 5 5 

11 ， 4 
13 8 7 
10 ， 5 
34 30 13  
26 15 13 
15 12 6 
20 12 10 
12 10  7 
16 10 7 
10 ， 7 
18 6 3 
21  12 10  
13 11 8 ， 8 6 
12 6 6 
10 ， 6 
10 5 5 
11 8 3 
10 4 3 
， ， 6 

(cm) 

三軸の
平均径

20 
17 
20 

8 
21  
21  
10 
11 
， 
5 

21  
11 
10 
8 

11 
8 

11 
14 

8 
6 
6 
7 ， 

11 ， 
12 
18 
7 
6 
7 
7 
6 
8 
， 
8 

26 
18 
11 
14 
10 
11 ， ， 
14 
11 

8 
8 
8 
7 
7 
6 
8 

風化度

新 ： 新鮮

弱 ： 弱風化

中 ： 中風化

強 ： 強風化

円 磨 度

0 . 4  
0 . 4  
0 . 5  
0 . 5  
0 . 6  

0 4�0 . 5  
0 . 6  

0 . 5�0 . 6  
0 . 4  

0 . 5-0 . 6  
0 5-0 . 6  

0 . 5  
0 . 6  

0 . 5�0 . 6  
0 4 
0 . 6  

0 3�0 . 4  
0 . 5  
0 . 5  
0 . 5  
0 4 
0 4 
0 . 5  

0 . 3�0 4 
0 . 4�0 . 5  

0 . 4  
0 4�0 . 5  

0 6 
0 . 5  
0 5 
0 . 4  
0 . 5  
0 4 
0 . 6  
0 . 5  
0 4 

0 . 5�0 . 6  
0 . 5�0 . 6  
0 . 3�0 . 4  

0 . 4  
0 . 3  

0 . 4  
0 . 4  

0 . 5�0 . 6  
0 . 6  
0 4 
0 . 4  

0 . 5�0 . 6  
0 . 4  

0 . 4�0 . 5  

重 さ
風化度 (kg) 

弱 7 0 kg 
新 3 . 5  
新
新
弱

新～弱
弱
新
新
中

新～翁

新～弱
新
新
新
新

弱～中

新
新
弱
新
新
新
新
新
弱
新
新

弱～中
中

新
新

弱～ 中

新
新
新
弱
弱

新～弱
新
新
新
新
新
新
新
弱
新
新
新
新
新
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53 C H  ， 5 3 6 0 5 新
54 C H  10 6 4 7 0 . 5  新
55 s s  12 8 5 8 0 4 弱
56 C H  14 10 4 ， 0 5 新
57 s s  23 15 14 17 0 . 6  新
58 s s  ， 5 4 6 0 . 5  弱
59 s s  14 11  8 1 1  0 . 5�0 . 6  新～弱
60 S C H 19 19 8 15  0 . 3�0 . 4  中
61 s s  12 5 4 7 0 5 新
62 C H  11  ， 7 ， 0 . 6�0 . 7  弱
63 C H  11  10 5 ， 0 4 新
64 P O R  ， 6 4 6 0 . 4  弱
65 P O R  10 7 5 7 0 . 5-0 . 6  新
66 C H  10 6 4 7 0 . 6  新
67 s s  16 12 7 12 0 4-0 . 5  新
68 C H  18 12 8 13  0 7 新
69 C H  6 6 4 5 0 4 新
70 s s  37 15  ， 20 0 . 5-0 . 6  新
71 s s  6 5 3 5 0 . 5  新
72 s s  24 21  8 18 0 . 5�0 6 新
73 s s  15  12 ， 12 0 4-0 . 5  弱
74 s s  8 5 3 5 0 . 4-0 . 5  弱～中
75 s s  6 5 3 5 0 . 4-0 . 5  弱
76 s s  22 18 ， 16 0 5 新
77 C H  6 4 2 4 0 . 4  新
78 C H  6 5 2 4 0 . 4  新
79 C H  7 5 4 5 0 . 3�0 . 4  新
80 P O R  8 6 3 6 0 . 3  弱～中
81 C H  6 5 3 5 0 . 3  新
82 s s  15  12 4 10 0 . 4�0 5 弱
83 s s  8 6 2 5 0 5 弱
84 C H  6 4 4 5 0 . 4  新
85 A P  10 6 4 7 0 4 新
86 s s  8 7 2 6 0 . 5  弱
87 C H  8 5 3 5 0 . 5  新
88 s s  ， 5 4 6 0 6 新
89 s s  10 ， 4 8 0 . 5  新
90 s s  29 22 18 23 0 . 6  新
91 s s  18 10 6 11  0 . 5  新 1 . 0  kg 
92 C H  11  10 6 ， 0 5 新 0 . 6  
93 s s  10 8 5 8 0 . 4  新 0 2 
94 s s  ， 7 4 7 0 4 新 0 . 2  
95 s s  36 24 19 26 0 5 新 20 . 0  
96 s s  14 14 5 1 1  0 5 新
97 C H  15 6 5 ， 0 . 5�0 . 6  新 0 . 8  
98 s s  15 10 6 10 0 . 6  新 1 . 1  
99 s s  14 ， 3 ， 0 . 5  弱 0 . 35 

100 s s  32 13 13 19 0 . 5  新 8 5 
101 C H  20 15 15 17  0 4 新 3 0 
102 C H  24 21 18 21 0 . 3�0 . 4  新 7 . 5  
103 C H  15 14 13  14  0 . 4�0 . 5  新 3 0 
104 P O R  29 25 12 22 0 3�0 . 4  弱
105 s s  ， 3 3 5 0 5�0 . 6  新
106 C H  14 ， 6 10 0 . 4  新
107 s s  10 ， 5 8 0 6 新
108 C H  16 12 5 11  0 6 新
109 s s  36 23 10 23 0 . 4�0 5 新
110 s s  ， 6 4 6 0 . 5  新
111  s s  10 8 7 8 0 4-0 . 5  新
112 C H  15 11  7 11  0 . 6  新
113  C H  ， 8 4 7 0 . 3-0 . 4  新
114 V Q Z 21  18  16 18 0 . 4-0 . 5  新
115  P O R  15 10 7 11  0 . 6  弱
116 s s  13 10 8 10 0 . 5  新
117 C H  8 7 5 7 0 5 新
118 S C H 28 18 10 19 0 . 6  新
119 S C H 30 19 12 20 0 . 5  弱
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120  s s  15 ， 5 10 0 5 新
121  s s  29 15 7 17  0 . 5�0 . 6  新
122 S C H 8 6 3 6 0 . 4  弱～ 中
123 C H  8 6 3 6 0 . 3  新
124 S C H 23 18  ， 17  0 6 新
125 C H  10 ， 3 7 0 . 4  新
126 C H  6 5 2 4 0 . 4  新
127 s s  13  11 7 10 0 4 新
128 C H  8 6 3 6 0 . 6  新
129 C H  5 4 2 4 0 . 6  新
130 s s  10 ， 6 8 0 4 新
131  s s  21  14 7 14 0 . 4-0 . 5  弱
132 S H  13 10 4 ， 0 . 3-0 . 4  新
133 s s  13 ， 4 ， 0 . 4�0 . 5  新
134 C H  16  15  6 12 0 . 4�0 . 5  新
135 s s  8 6 5 6 0 . 4  弱
136 s s  6 5 4 5 0 . 5  弱
137 C H  ， 6 5 7 0 . 5  新
138 S C H 7 5 3 5 0 4 新
139 S H  7 7 4 6 0 . 5  新
140 S C H 20 14 12 15  0 . 4-0 . 5  弱
141  s s  10 10 4 8 0 5 弱
142 C H  15 10  6 10 0 . 4-0 . 5  新
143 C H  15 ， 5 10 0 . 4-0 . 5  新
144 C H  8 4 4 5 0 . 4-0 . 5  新
145 S C H 11 11 6 ， 0 5 弱
146 C H  ， 7 4 7 0 . 6  新
147 s s  13 10 4 ， 0 6 新～弱
148 s s  18 13  8 13  0 . 5�0 . 6  新
149 C H  15 12 11 13 0 . 6  新
150 C H  12 7 6 8 0 4�0 . 5  新
151  C H  23 10 ， 14 0 6 新
152 s s  22 15 11 16  0 . 5�0 . 6  新
153 V Q Z 1 5  11 7 11 0 . 4�0 . 5  新
154 s s  18 17  6 14 0 . 4�0 . 5  新
155 C H  7 6 3 5 0 . 4�0 . 5  新
156 C H  7 5 3 5 0 . 5  新
157 S C H 12 ， 4 8 0 . 5  弱
158 P O R  29 24 15 23 ゜ . 6 弱
159 s s  21  15  ， 15  0 . 4  新
160 s s  26 25 18 23 0 . 6  弱
161 s s  14 13 10 12 0 . 6  弱
162 P O R  12 12 ， 11 0 . 5  弱
163 C H  7 7 4 6 0 4�0 . 5  新
164 s s  24 13 12 16 0 . 5-0 . 6  新
165 S H  7 5 3 5 0 . 3-0 4 新
166 P O R  15 12 ， 12 0 . 5  新 1 . 4  kg 
167 S H  10 6 3 6 0 . 5  新 0 . 2  
168 s s  34 24 16 25 0 . 5  新 15 . 0  
169 s s  16 11 8 12 0 . 5  新 1 . 5  
170 C H  27 21  15 21  0 . 4-0 . 5  新 8 . 0  
171 s s  26 17  10  18  0 . 4-0 . 5  新 3 . 0  
1 72 s s  10 7 3 7 0 . 6  弱 0 . 25 
173 S C H 30 17  15 2 1  0 . 4  新 9 . 5  
174 s s  12 8 5 8 0 . 4�0 . 5  弱
175 P O R  38 25 14 26 0 . 6  新
176 s s  13  6 4 8 0 6 新
177 s s  20 13  12 15  0 . 4-0 . 5  新
178 s s  8 6 4 6 0 . 5  弱
179 s s  8 8 3 6 0 . 4-0 . 5  新
180 s s  35 20 15 23 0 5 弱
181 s s  13 10 6 10 0 . 6  弱
182 C H  13 6 5 8 0 . 5�0 . 6  新
183 s s  12 10 5 ， 0 6 弱
184 C H  18 17  1 2  16 0 . 5  新
185 C H  ， 6 4 6 0 5 新
186 s s  12 7 3 7 0 . 5�0 . 6  新
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187 s s  30 18 18 22 0 . 5  新
188 s s  ， 5 3 6 0 . 5  新
189 C H  15  8 4 ， 0 5 新
190 C H  10 6 3 6 0 . 5  新
191 s s  38 17 16 24 0 . 6  新
192 s s  18 14 13  15 0 . 5-0 . 6  弱
193 s s  13 11 10 11  0 . 6  新
194 C H  10 6 4 7 0 . 5  新
195 C H  15 12 8 12 0 . 5�0 . 6  新
196 C H  10 8 5 8 0 6 新

200 s s  21 18 17 19 0 . 5-0 6 弱 4 . 0  kg 
201 s s  1 1  10 8 10 0 . 6  弱 0 . 7  
202 s s  25 16  1 1  17  0 . 5  新 4 0 
203 C H  12 l l  7 10 0 . 5  新 1 . 0  
204 C H  14 11 ， 1 1  0 . 5  新 1 .  2 
205 C H  13 7 4 8 0 . 4  新 0 . 5  
206 s s  23 12 14 16 0 . 5  弱
207 C H  18 11 8 12 0 4�0 . 5  新
208 s s  13 10 ， 1 1  0 . 6  弱
209 s s  10 8 8 ， 0 . 6  新
210 C H  15  12 6 1 1  0 . 4-0 . 5  新
211  C H  16 7 3 ， 0 . 5  新
212 C H  16 11 5 1 1  0 . 4-0 . 5  新
213 s s  8 7 4 6 0 . 6  弱～中
214  s s  15  13 8 12 0 6 弱

214 と 215
215 で1個
216 s s  10 ， 5 8 0 . 5�0 . 6  新
217  C H  19 17  ， 15 0 . 4-0 . 5  新
218 s s  18 12 6 12 0 . 6  弱
219 C H  15 8 6 10 0 . 4-0 . 5  新
220 s s  13 13  7 1 1  0 . 5  新
221 C H  16  ， 6 10 0 5�0 6 新
222 C H  14 8 6 ， 0 . 5  新
223 C H  17 13  8 13 0 . 4  新
224 s s  17 13 8 13 0 . 6  新
225 s s  15  13 8 12 0 . 6  新
226 S C H 15 14 13 14 0 . 4  弱
227 S C H 18 11 7 12 0 . 6  新
228 s s  23 18 10 17 0 . 6  新
229 C H  18 12 10 1 3  0 . 5�0 . 6  新
230 P O R  18 14 8 13 0 . 6  弱～中
231  s s  12 ， 6 ， 0 . 5�0 6 新
232 C H  17  13 ， 13  0 . 5  新
233 C H  1 1  7 5 8 ゜ . 5 新
234 C H  20 13 7 13 0 . 5  新
235 s s  15 1 1  8 1 1  0 . 6  弱
236 C H  13 11 8 1 1  0 . 4  新
237 P O R  10 ， 8 ， 0 . 6-0 . 7  弱
238 s s  18  15 8 14 0 . 5  弱
239 s s  16  14 1 1  1 4  0 . 5-0 6 新
240 C H  24 13  12 16  0 . 3�0 . 4  新
241 s s  15 10 10 12 弱
242 V Q Z 8 6 6 7 0 . 4�0 . 5  新
243 s s  16  10 7 1 1  ゜ 鴫 5�0 . 6 新
244 s s  18 7 6 10 0 5 弱
245 C H  12 8 4 8 0 . 4  新
246 C H  1 1  8 6 8 0 . 4�0 . 5  新
247 C H  1 1  7 7 8 0 . 4�0 . 5  新
248 C H  10 10 6 ， 0 . 4�0 5 新
249 s s  14 1 1  5 10 0 3 新
250 C H  ， ， 7 8 0 . 3  新
251 s s  12 ， 4 8 0 . 4  新
252 C H  14 10  7 10 0 . 5-0 . 6  新
253 s s  12 8 5 8 0 . 5�0 . 6  新
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254 C H  13 8 6 ， 0 4-0 . 5  新
255 C H  10 ， 5 8 0 . 5  新
256 s s  24 13 8 15 0 . 6  新～弱
257 s s  25 18 12 18 0 5-0 6 弱
258 s s  20 16 8 15 0 . 4�0 . 5  新
259 C H  22 16 10 16 0 5 新
260 s s  21  12  12 15 0 . 5  新～弱
261 s s  2 1  1 4  11  15 0 . 5  新 3 0 kg 
262 s s  26 16  10 17 0 4 新 5 5 
263 s s  25 14 12 17 0 5 新 3 . 0  
264 s s  18 12 6 12 0 . 5  新～弱
265 s s  21  14 ， 15 0 5�0 6 新
266 C H  12 10 4 ， 0 . 4  新
267 C H  8 7 5 7 0 . 5�0 . 6  新
268 s s  6 5 3 5 0 4 弱
269 C H  ， 4 2 5 0 5 新
270 s s  10 4 3 6 0 . 5  新
271 C H  13  10 6 10 0 . 4�0 . 5  新
272 S C H 14 10 8 11  0 . 4-0 . 5  弱
273 C H  ， 7 5 7 0 4 新
274 C H  16 ， 6 10 0 . 4-0 . 5  新
275 F O R  16 8 5 10 0 6 新～弱
276 F O R  10 8 5 8 0 5 弱
277 C H  10 8 5 8 0 . 5  新
278 S H  14 8 6 ， 0 5 新
279 C H  10 ， 8 ， 0 4 新
280 P O R  14 8 5 ， 0 . 6  弱
281 C H  15  1 1  7 1 1  0 . 4�0 . 5  新
282 s s  16  8 5 10 0 . 4-0 . 5  新～弱
283 s s  15 10 6 10 0 . 5  新～弱
284 C H  1 1  ， 7 ， 0 . 5  新
285 C H  17 7 5 10 0 . 5  新
286 C H  13 ， 7 10 0 . 5-0 . 6  新
287 C H  10 7 5 7 0 4-0 . 5  新
288 s s  14 7 4 8 0 . 5  新～弱
289 P O R  10 7 5 7 0 6 新～弱
290 s s  1 1  5 5 7 0 . 6  新～弱
291 C H  10 8 5 8 0 . 4  新
292 C H  10 7 6 8 0 . 4  新
293 C H  5 4 3 4 0 . 5  新
294 C H  13  ， 6 ， 0 . 5  新
295 s s  1 1  5 5 7 0 . 5�0 6 新～弱
296 P O R  10 6 4 7 0 . 6  新
297 s s  10 ， 4 8 0 . 6  新
298 s s  14 ， 7 10 0 5 新
299 C H  10  8 7 8 0 4�0 5 新
300 s s  15  10 ， 1 1  0 5 新
301 s s  15  ， 5 10 0 . 5�0 . 6  新
302 s s  14 1 1  7 1 1  0 6 新～弱
303 C H  16 ， 8 1 1  0 . 5  新 1 . 3  kg 
304 C H  17  ， 8 1 1  0 5�0 . 6  新 1 . 4  
305 s s  18  15 7 13 0 . 4�0 5 新 1 . 5  
306 C H  10  8 4 7 0 . 6  新 0 . 5  
307 C H  12 ， 7 ， 0 . 4-0 . 5  新 0 . 9  
308 C H  10 8 6 8 0 . 6  新 0 . 4  
309 s s  13 12 7 11  0 . 6  弱 1 0 
310 C H  13  8 6 ， 0 4-0 . 5  新 0 . 65 
311  s s  13  10  5 ， 0 . 6  新～弱 0 . 5  
312 C H  12 ， 8 10 0 4 新 0 . 65 
313 s s  16  10 8 1 1  0 3-0 . 4  弱 1 .  2 
314 s s  19 11  6 12 0 5 弱 1 . 3  
315 s s  15 13 ， 12 0 4 新 1 . 4  
316 s s 17  ， ， 12 0 . 6  新 1 . 85 
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5 出 土 遺 物

今回の調査で出土した遺物はコ ンテナで20箱あり、 その内の10箱が埴輪、 5 箱が木製品で 占

められている。 その他には周濠内の各層から弥生時代から室町時代にか けての遺物が出土して

いるが、 紙数の関係上 本報告では今里車塚古墳に関するものについての み紹介する。

埴 輪 （第16 · 17図、 図版 9 �12 ) 出上遺物中最も多く、 各時代の層から検出されている

が、 特に葺石周辺に集中して見られる。 粘 土質 の層から出土したものは比較 的残 りが 良いが、

その数は少なく、 大半の埴輪は表面調整を 良好に残 していない。 また接合できる資料も少なか

った。 胎土は黄灰色～橙灰色を呈し、 チ ャ ート、 長石、 石英、 赤色粒子を含むもので、 外面に

は 黒班が認められ、 赤色顔料を塗布したものが比較 的多く存在している。

［円筒埴輪］ いずれも粘 上紐の巻き上げ成形による。 破片が多く、 高さの判明するものは無

い。 ヒレ付円筒、 朝顔形埴輪も含むが、 明確な区別が不可能なものも一括して取 り扱う。

口 縁部は 2 個体分が確認されただけで非常に少ない。 9 は 口 径26cmに復元されるもので、 直

線的に外上方に延び、 端部下端をわずかに肥厚 気味に作 る。 他に端部近くで外反させるもの（図
1 10 )  

版13- 1 ) がある。 福永伸哉氏による分類で前者 は B タ イ プ、 後者はAタ イ プとなるが、 これ

まで今里車塚古墳ではAタ イ プと直線的に外上方に延び端部に加工を行わない C タ イ プが多く

みられ、 B タ イ プは確認されていなかった。 ただ小片でもあり、 若干の検討を要する。

体部および底部は直径25cm前後のものと30cm前後のものが大半を 占めるが、 一部40cmを越え

る大型のもの(1 ) も見られる。 体部片のため断定できないが、 楕円形の埴輪の可能性も考え

られる。 外面調整は第 1次調整タ テハ ケの みのものと、 第 2 次調整に ヨ コ ハ ケ を施すもの(2 .

4 · 10 ) があり、 ハ ケ 原体には細かいものと粗いものの 2 種類が認められる。 第 2 次調整の ヨ

コ ハ ケを静止しながら施す例は今回の調査では確認されなかった。 内面調整は ナ デによるもの

とハ ケによるもの(2· 4 · 6· 7 · 14 ) がある。 なお底部調整を行うものは認められない。

タガは断面が方形ないし長方形のもの(1 � 7 ) が最も多く、 タガの上端が上方へ突出する

もの(1・2·4 ) もある。 この他には断面が台形で比較 的薄いもの(10�12 )、 厚 いもの(8 )

があり、 またタガを貼り付ける前に、 方形ないしは楕円形の刺突を施したものもある。 透かし

孔は円形のもの(8 ) と長方形のものがあるが数は少なく、 大きさも不明である。

［ ヒレ付円筒埴輪］ 円筒部ともに図化できたのは15の みである。 口 縁部は端部近くで外反さ

せるAタ イ プで、 ヒレは 口 縁部上端近くにおよぶ。 他は基本 的に円筒埴輪と同 様である。

ヒレの幅は約10cm前後、 厚さは 1 �1.5cmで、 喘部はナ デによって仕上げている。 円筒部に刻

み目を入れて接合し、 粘 土を充填して補強するもの(18·19 ) もある。 調整はハ ケ によるもの

(15�17 ) とナ デの みのもの(18 · 19 ) が見られ、 また比較 的赤色顔料の認められる個体が目

立ち、 ヒレの両面に施すものと片面の みに施すものがある。
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第17図 出 土埴輪実測図 2 ( 1  / 6 )  

［朝顔形埴輪］ 口 縁部および二重 口 縁状の屈曲部の破片(20·2 1 ) と D 頸部の破片(22·2 3 )

がある。 20は口 径67cmで、 頸部は外上方に延び、 端部を外反させて擬□ 縁を作 り出した後に大

きく開く 口 縁部を積み上げる。 屈曲部の下方には粘土を充填している。 口 頸部は、 鋭く屈曲し

て断面台形のタガを持つ も の(2 2 ) と緩やかに屈曲して(2 3 ) 長方形に張りだすタガを持つも

のがあり、 タガ部での直径は約2 4cmである。 なお2 2は20と同 一個体の可能性があるが接合でき

なかった。 調整は外面タ テハケ 、 内面は斜方向のハケで、 口 縁端部は ヨ コ ナ デする。

［形象埴輪] 2 4�26は家形埴輪の屋根の部分で、 同 一個体と考えられる。 4 � 5 本を一単位 と

する線刻による網代文様の表現が施されており、 このうち24には幅1 . 5cm、 厚 さ0. 5cmの粘土 貼

り付けによる押縁が残 されている。 また26はカ ー ブから見て棟に近い部分であ ろう。

27は形状から家形埴輪の基底部付近の枠縁と推定したが、 靱の可能性もある。 表面には段差

を作 り出した装飾を施し、 そのす ぐ 上にはわずかに線刻が認められる。
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柱 材（第18図、 図版13 ) 今回ほぼ推定位置において 3 本検出された。 いずれもコ ウヤマ

キであるが風化のために先端部が尖っている。 遺存状況はあまり 良好なものではな く 、 過去の

調査で見つかっている柱では芯去材を使用した大型の柱では直径約15�18cm、 芯持材使用の小

型の柱では直径ll cm前後であったが、 それに比べると全体に一回り小さ く 、 また下部に刃物の

痕跡なども残 していなかった。 なお木製品の材質 等についての詳細は次節を参照されたい。

柱 1 は芯去材を使用したもので、 3 本の内では最も長 く 、 遺存の状態も今回出土したものの

中では比較 的 良い ほうだといえる。 長さ41.6cm、 直径9. 6cmで、 木目に沿って縦方向に半分が極

端に風化する。 また残 りの 良好な面には節の痕が楕円形の穴となって残 っている。

柱 2 も芯去材であるが非常に残 りが悪 く 、 節の部分が突出して遺存している。 長さ27. 5cm、

直径8. 5cmで、 節の先端部分同 士では10. 5cmを測り、 本来は少な く とも それ以上の直径であった

と見られる。

柱 3 は芯持丸太材で比較 的残 りは 良好である。 長さ2 3. 8cm、 直径9. 9cm、 上部は風化のために

尖っているが、 下端部は ほぼ平 坦で、 中央では木目の中心部が突出して遺存している。

検出遺構でも述べた如 く 、 推定復元図では柱 1 と柱 3 が芯持小型材、 柱 2 が芯去大型材とな

るが、 実際には柱 2 。 柱 3 は推定どうりで、 柱 1 の み芯持小型材ではな く 芯去材であった。 た

だ柱 1 は残 りの 良好な而をもとに直径を復元すると約10cm前後となり、 あるいは芯去材でも小

型の柱として立てられたものと考えられる。 風化の著しい柱 2 についても大型の材であったと

見られ、 柱の大小の規則 性については遵守されていたものと考えられる。

木製品（第18·19図、 図版13·14 ) すべて周濠内最下層の 黒色腐植土 （第20層） より出土し

たもので、 明らかに加工の痕跡を持つものの他に、 自 然木とも見られる棒状の木製品等も含め

て14点が出土している。 なおこの層からは木製品以外の遺物としては埴輪片と須恵器の小片が

数点出上しているの みで非常に少量であった。

Wl は長さ47. 5cm、 幅2. 6cm、 厚さ1. 8cmの断面惰円形を呈する棒状のもので、 端部の一方に

切り込みを入れて二 つに分け、 その ひとつを一回り小さ く 加工したものである。 切り込みの長

さは8. 5cmで、 薄い部材を挟みこむように組合せたものと推定される。 あるいは蒻状のものであ

ろうか。 材質 は ヒノ キである。

W 2 は 3 つに分かれて出土したもので、 二 片は接合し、 他の一片は接合できなかったが、 形

状 ・ 材質 から同 一個体と見られるものである。 ヒノ キ材を薄い板状に加工しており、 一端を刀

先状に作 る。 刀先状のものは長さ9 . 1cm、 幅3. 3cm、 厚 さ0. 5cm、 接合したものは長さ37. 2cm、 幅

3. 1cm、 厚 さ0. 7cmを測る。

W 3 は長さ45. 1cm、 幅3.6cm、 厚さ1. 3cmのもので、 端部の一方を側面から加工して尖らせて

いる。 残 りが非常に悪 く 、 折損したものかは不明である。 材質 はモ ミ属。

W 4 は断面隅円方形を呈する棒状のもので、 長さ39. 4cm、 幅5. 3cm、 厚さ3. 1cmを測る。 一方



柱 1 柱 2 柱 3
第18 図 出 土 木 製 品 実 測 図 1 ( 1  / 6 )  



3 0  出土遺物

の端部から約 3 cmの所より、 約 7cm分を細く加工しており、 他の部材と縛結した状況を推定さ

せるものである。 材質 はコ ウヤマキ。

W 5 はコ ウヤマキの芯去材で、 柱 2 の南西l mの地点で、 崩壊した葺石の上に横たわった状態

で検出された。 長さ3 7.Scm、 幅8. 9cm、 厚さ3. 8cmで、 お そらく柱材の一部と考えられる。

W6 は長さ29. 6 cm、 幅1 7. 5cm、 厚さ2. 0cmの板状を呈するものである。 表面には木目と同方 向

の溝が数 本有り、 それに沿って 4 つに割れている。 この溝は笠形木製品に見られる特徴と共通

するもので、 あるいは盾の一部とも考えられるが断定はできない。 材質 は ヒ ノ キ。

W 7は薄い板材と斜方向に延びる方形の突起からなるもので、 下駄を思わせる形態である。

長さ10. 3cm、 幅4. 9cm、 板材の厚 さ0. 4cm、 突起の高さ2. 6cmを測る。 蟻柄の一部が欠 けたものの

可能性も考えられる。 材質 は ヒ ノ キ 。

w s は拡張区の溝状遺構の西辺から出土した短い棒状のもので、 長さ31. 9、 cm、 輻5. 4cm、 厚

さ3. 8cmを測る。 風化が激しく端部は丸味を帯びており、 本来の長さに近いものか、 あるいは長

い製品の一部なのかは不明である。 材質 は ヒノ キ。

W 9 は今回の調査で出土した木製品の中では最も残 存状態の 良好なものである。 板材を加工

して角柱状の部分と細長い三角形の部分を作 り出したもので、 長さ 71.6cm、 幅12. 4cm、 角柱部

幅4. 6cm、 厚さ3. 9cmを測る。 表面には木目に沿った溝があり、 角柱部の端部は穴に差し込むこ

とを想定させるような先細りの加工が見られる。 材質 はコ ウヤマキ。

WlO は断面長方形の角材で、 一端は先細りに薄くなっており、 長さ105. 3cm、 太い部分での幅

10. 8cm、 厚 さ6. 9cmを測る。 材の一面には縦10cm前後、 横 4 cm前後、 深さ 2 cm前後の隅円長方形

の穴が 2 つ並んで三 ケ所に穿たれていて、 一方の穴は材のコ ー ナ ー部に偏っており側面部分に

も開口している。 一対の穴同 士の間隔は 2 � 3 cmで、 各対との間隔は2 7cmと29cmである。

Wll はWl O と並んで出土した同 形態の角材で、 同 様に一端が細くなるがWl O ほど極端ではな

い。 長さ98. 1cm、 太い部分で幅10. 7cm、 厚さ 7. 5cm、 細い部分で幅9. 3cm、 厚さ4. 2cmを測る。 W

10と同 じく隅円長方形の穴を穿つが、 隣り合う 2 面に各 1 個ずつしかなく、 大きさも縦 5 cm前

後、 横 3 cm前後、 深さ1. 5� 2 cmとやや小さい。 また一方の端部は圭頭状に加工しているようで

ある。 Wll·Wl O ともに材質 は カ ヤである。

Wl 2は長さ144. 6cmの 自 然木状のもので、 全体に風化が激しく、 所々に節が突出する。 全体に

先細りで、 断面も不整形、 細い部分で約l. 1�2. 5cm、 太い部分で3. 1�4. 7cmである。 顕著な加

工痕は見られないが、 Wl O·11と並んで出土しており、 また材質 も同 様にカ ヤ であることから

これらは一連のものであったと考えられる。

Wl 3·Wl 4はいずれも棒状のもので、 W13は長さ1 72. 5cm、 直径3�4cm、 材質 は ヒノ キ。 Wl 4

は長さ65. 9cm、 直径1. 2�1. scm、 材質 はコ ウヤマキでやや湾曲する。 いずれも顕著な加工痕は

認められない。
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3 2  木製品 の 樹種

6 木 製 品 の 樹 種 付表 3 木 製 品 樹種一 覧

方法 と 記載 周濠出土の木製遺物23点について樹種調査を行った。

う ち 3 点は、 墳丘裾テラ ス部に並んでいた柱材である。 同 定は、 木製

遺物をカ ミ ソ リ によって木 口 面（横断面）・柾目面（放射断面）・板目

面（接線断面） の切片を作 り、 顕微鏡観察を行い、 解剖学 的特徴によ

って識別同 定した。 試料は、 細胞壁の腐朽の著しいものもあった。

以下に同 定分類した分類群の記載と根拠を記す。

モ ミ属 Abies マ ツ 科

春材から夏材への移行が急で、 仮道管と放射柔細胞からなる針葉樹

材で、 放射柔細胞の接線膜が結節状であることにより、 モ ミ属と同 定

した。 モ ミ Abies firma Sieb. et Zucc. 以外は、 亜高山帯に分布す

るため、 モ ミとみられる。

カ ヤ Torreya nucifera Sieb. et Zucc. イ チイ 科

春材から夏材への移行は ゆるやかで、 仮道管と放射柔細胞からなる

No. 

柱 1
柱 2
柱 3
W l  
W 2 
W 3 
W 4  
W 5 
W 6  
W 7  
w s  
W 9  
W lO 
W l l  
W l 2  
W l 3  
W14  

その他

針葉樹材で、 仮道管に 2 本対の螺旋肥厚 があることにより、 カ ヤと同 定した。

コ ウヤマキ Sciadopitys verticillata Sieb. et Zucc. コ ウヤマキ 科

形状 樹 種

コ ウ ヤ マ キ
コ ウ ヤ マ 共
コ ウ ヤ マ キ
ヒ ノ キ
ヒ ノ 共
モ ミ 属
コ ウ ヤ マ キ
コ ウ ヤ マ キ
ヒ ノ ギ
ヒ ノ キ
ヒ ノ キ
コ ウ ヤ マ キ
カ ヤ
カ ヤ

枝状 カ ヤ
枝状 ヒ ノ キ
枝状 コ ウ ヤ マ キ
枝状 ヒ ノ キ

” ア カ ガ シ 亜属
” コ ウ ヤ マ キ
” コ ウ ヤ マ キ
” コ ウ ヤ マ キ
” コ ウ ヤ マ ヤ

仮道管と放射柔細胞からなる針葉樹材で、 分野壁孔が窓状であることにより、 コ ウヤマキ

と同 定した。 水湿によく耐えるが、 保存の悪いものが多く、 長年使用されたものであ ろ う 。

ヒノ キ Chamaecyparis obtusa Sieb. et Zucc. ヒノ キ 科

春材から夏材への移行は ゆるやかで、 仮道管•樹脂細胞・放射柔細胞からなる針葉樹材で、

分野壁孔が典型 的な ヒノ キ 型で、 ほとんど 1 分野に 2個存在することにより、 ヒノ キ と同 定し

た。 Wl は腐朽のため、 分野壁孔の型が識別不能であったが、 他の特徴から ヒノ キ とした。

コ ナラ属ア カガシ亜属（カ シ類） Quercus subgen Cyclobalanopsis ブナ科

単一穿孔の大型の仮道管が単独で配列する放射孔材で、 同性の単列および複合型の広放射組

織をもつことにより、 ア カガシ亜属と同定した。

結果 と 傾向 結果は付表 3 に一覧する。 同 定調査を行った木製品中、 コ ウヤマキ 11点と最も

多く、 ヒノ キ 7 点、 カ ヤ 3 点、 モ ミ属l 点、 ア カガシ亜属 1 点であった。 コ ウ ヤマキ材が多い

ことが特徴であり、 コ ウヤマキ材と古墳との密接なつながりを示している。 同 様の傾向は、 奈
( 1 1 )  

良県天理市の星塚古墳周濠出土材の樹種組成にもみられる。 試料は、 全般 的に細胞膜の劣化が

進んでいるものが多く、 柱材の 3 点も同 様であった。 水湿によく耐える コ ウヤマキ材が多いこ

とを考慮すれば、 これらの遺物が直ち に埋没しなかったことを示している。 ただし、 W 9 は、

特に保存がよく、 はやくに遺棄された可能性がある。



7 植 物 遺 体 分 析

試料 と 堆積物 試料採取 は、 周濠堆積物の外堤に

近い地点で行った（第2 1図）。 試料採取 に際しては、

調査の都合上、 現場において担当者と デ ィ スカ ッ シ

ョ ンした後、 担当者によって採取 して頂いた。 試料

は、 各層を上下 2 試料に分離し、 ブ ロ ッ ク 状に 計 8

層準採取 した。 ただし上位 の試料 1· 2 はも ろくブ

ロ ッ ク 状には採取 しえなかった。

試料採取 地点での堆積物は、 下位 より砂礫混じり

の泥炭質 粘 上からなる灰色腐植 土層、 泥炭質 粘 土か

らなる 黒色腐植 土層、 灰色粘 土層、 灰色シルト質 砂

層と変遷する。 最上位層を除いて、 各層は ほぼ水平
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第21図 試料採取地点図

に一様な堆積であり、 水流に侵食された形跡や層理や葉理はみられず、 おだやかな水域または

湿地で堆積したとみられる。 各層の層界面は、 はっきりしており、 堆積環境の急激な変化を示

す。 試料の水洗において上位 の 2 試料は比較 的多くの炭片が含まれていた。 また、 これらの堆

積物は、 5世紀から 7 世紀までの約250 年間に位置する。

方 法 ブ ロ ッ ク 状に採取された試料の内部の新鮮な部分を用い、 花粉遺体と大型植物遺体

の検出を行った。

花粉遺体の分離は、 5 %水酸化カ リ ウム 処理、 沈殿法による砂 粒の除去、 25% フ ッ 化水素酸

処理、 アセト リ シス処理の物理・化学処理を施 し行った。 グ リ セ リ ン ゼ リ ーで封入してプレパ

ラ ートを作製し、 直ちに検鏡した。 計数は、 花粉総数が300から1000個までの間で行った。 他に

10000個前後の検鏡を行い、 未出現の分類群の検出を行った。

大型植物遺体は、 試料10cm宅0.5mmの節で水洗して抽出した。

結果 花粉遺体の結果は、 各試料毎に花粉総数を基本数とする百分率を求め、 組成図として

表わした。 花粉遺体群集の層位 変化は、 下位 より 4 区分(I·II·IIIa·IIIb ) の変遷を示す（第

2 2図）。 それぞれ以下のような特徴を示す。

I : 樹木花粉では、 カ シ類（コ ナラ属ア カガシ亜属、 以下 カ シ類とする）・スギ・ナラ類（コ

ナ ラ属コ ナラ亜属、 以下ナラ類とする） が優 占 し、 草 本花粉では、 イ ネ 科・ カ ヤ ツ リ グサ科・

ガマ属ーミ ク リ 属が優 占する。 特にガマ属ーミ ク リ 属は特徴 的である。

II : スギが増加し、 ナラ類と カ シ類が減少する。 草 本花粉では、 カ ヤ ツ リ グサ科が急減し、

ガマ属ーミ ク リ 属も減少する。 反して ヨ モ ギ属が増加する。

Illa : 樹木花粉の スギ・カ シ類が急減し、 イ ネ 属型を含むイ ネ 科が急増する。 ク リ 属ーシイ ノ
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キ属が急減する。 ヨ モ ギ属は増加を続 ける。 サ ナ エタ デ節とナ デシコ 科も増加する。

Illb : 再びスギと カ シ類が減少し、 イ ネ属型を含むイ ネ 科と ヨ モ ギ属が増加する。

各区分帯とも、 モ ミ属・ ツガ属・マツ属複維管束亜属（ニ ョ ウマ ツ 類）・コ ウヤマキ・ イ チイ

科ー イ ヌガヤ科 ヒノ キ 科の針葉樹、 クマシデ属 。 ク リ ーシイ ノ キ属・ ニ レ属 ケ ヤ キ属・ エ

ノ キ属ー ム ク ノ キ属などが出現する。 Illa·Illbは、 スギとカ シ類が減少するものの、 上位 では

やや増加する。

大型植物遺体では、 以下の種実が検出された。

試料 1 : なし 試料 5 : ミ ク リ 属 3

試料 2 : なし 試料6 : ミ ク リ 属 2 、 ホ タ ル イ 属13

試料 3 : ノ ブ ド ウ属破片 1 試料 7 : ミ ク リ 属14、 ホ タ ル イ 属52、 不明 1

試料 4 : 不明 1 試料 8 : ミ ク ル属 9 、 ホ タ ル イ 属2 3

植生・環境の変遷 まず、 花粉分 析によってえられた花粉の 4 区分の変遷と堆積層の区分が

よく一致する。 これは、 植 生の変化と堆積環境の変化が急であったことを示し、 堆積域である

周濠に比較 的近い地点で植 生の変化を伴う急激な土地改変が行われたことを示す。 花粉遺体に

おいてよく変動するスギ・ カ シ類・ ナラ類・ ク リ ーシイ ノ キ属の樹木、 イ ネ 科・ カ ヤ ツ リ グサ

科・ ヨ モ ギ属・ガマ属ーミ ク リ 属・ サ ナ エタ デ節の草 本は、 堆積域か周囲に生えていたとみら

れる。 そして、 種実において、 下位 で多く上位 では検出されないミ ク リ 属、 ホ タ ル イ 属の草 本

も同 様である。 また下位 で出現率の高いカ ヤ ツ リ グサ科花粉は、 種実より湿地を好むホ タ ル イ

属のものであ ろう。

また花粉遺体の各区分帯に出 現するモ ミ属・ ツガ属・マツ属複維管束亜属（ニ ヨ ウマ ツ 類）・

コ ウヤマキ・ イ チイ 科ー イ ヌガヤ 科ー ヒノ キ 科の針葉樹、 クマシデ属・ ク リ ーシイ ノ キ 属・ ニ

レ属ー ケ ヤ キ属・ エ ノ キ属ー ム ク ノ キ属などは、 周辺における普遍 的な森林構成要素であった

とみなされる。 し ばしば出現する様々 な草 本類も優勢にこそならないまでも、 周囲に生育して

いたのであ ろう。

以下、 花粉遺体の区分に沿って推定される植 生・環境の変遷をみる。

I : 周囲は、 比較 的森林の多い環境で、 ややスギの多いカ シ類を主とする照葉樹林が分布

していた。 古墳築造に伴う改変地には、 ナラ類が二次林として先駆 的に入り込 みカ シ類へと遷

移する。 周濠には イ ネ 科・ カ ヤ ツ リ グサ科 曇 ミ ク リ 属・ガマ属・ サジオ モ ダカ 属の水湿地性植

物が繁茂していた。 花粉遺体においてミ ク リ 属・ガマ属・ サジオ モ ダカ 属の浅い水域に生える

抽水植物が出現するものの、 沈水・浮葉植物が出現しないため、 周濠は比較 的浅い水域であっ

たと推定される。

II : カ シ類が減少し、 スギが増加する。 スギの増加はやや不 自 然で、 人為的に選別された

可能性がある。 周濠は、 抽水植物が減少し、 水域がやや縮小する。 人里・畑地・改変地などを



3 6 植物遺体分析

年代 1 区分 1主要樹木花粉 ( o 種実 も ［灸 出 ） 主要草本花粉 1 推定 さ れ る 植生 ・ 環境

周 囲 は 森林の 多 い環境て、 古墳築造
に 伴 う 改変地に ナ ラ 類か先駆 的 に 入
り 込み 、 カ シ 類 と ス キヘ と 変遷す る 。
周 濠 に は 穏やか な 浅 い 水域が広が り 、
抽水植物や湿生植物が繋茂す る 。 後 、
周 濠 の 水域か減 少 し 湿地か広 か る 。
伴 っ て 抽水植物か減少す る 。 以後水
域 の縮小か継続す る 。

5

c

 

ー

6 I m  b l 減少 減 少

周 囲 の 森林か減少 し 、 耕地か急増す
る 。 後 、 森林か少 し 復原す る 。 濠 は
水辺 を 好む 湿生植物か繁茂す る 。
再び森林か減少 し 、 耕地か増加す る 。
後 、 森林か少 し 復原す る 。

第22図 推定 さ れ る 植生 ・ 環境の変遷

好む ヨ モ ギ属が増加し、 周囲に人の手が加えられたようだ。

Illa : スギ・カ シ類が急減、 ク リ 属ーシイ ノ キ属も減少し、 反してイ ネ属型を含むイ ネ 科が

激増、 ヨ モ ギ属・ ナ デシコ 科も増加する こ とから、 周辺の森林が伐採され減少し、 水田を主に

畑地などが増加する。 上位 に向かい、 少し樹木要素が増加し、 放棄地などは、 植 生が回復する

のであ ろう。 周濠は、 さらに水域の減少が進み、 湿地が多くなり、 ミ ゾ ソ バなどのサ ナ エタ デ

節と湿地を好む種類の イ ネ 科植物が繁茂していた。

Illb : 再びスギ・カ シ類が急減し、 イ ネ属型を含むイ ネ 科と ヨ モ ギ属が増加するため、 森林

が減少し、 水田・畑地が拡大する。 堆積物中にやや炭片が多いため、 森林が伐採焼き払われた

のであ ろう。 堆積物が粗粒となるため、 今里車塚古墳の周濠に影響を及ぼしえる背後の段丘上

の丘陵地における改変であったとみられる。 後、 植 生が少し復元する。

以上、 古墳築造 から 7世紀までの250年余りの植 生・環境の変遷を追ってみた。 今里車塚古墳

の築造後の遷移過程の中で、 古墳およびその周囲におけるスギの増加が認められた。 これは、

人為的要因による可能性が指摘されよう。 他では、 古墳とその周囲におけるスギの増加は、 奈
( 12 )  

良県桜井市の纏 向石塚古墳で知られるの みである。 湿地においてあまり一般 的に検出さ れない

ミ ク リ 属が、 古墳の周濠に繁茂しているのは特徴 的である。 周辺では 6· 7世紀に該当する時

期に 2 度の大きな開発が行われた こ とが明らかとなった。 また、 これらの改変に伴って二次林

といわれるマ ツ 林が成立していないのは、 特筆すべき こ とである。 一般 的に弥生時代頃から マ

ツ 林が成立し増加するとされているが、 当古墳の調査結果は、 マ ツ 林の成立がより後の時期、

8 世紀以降である こ とを示唆している。
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5 ま と め

今回の調査では、 ほぼ当初の目的どおり今里車塚古墳の墳丘裾および周濠を検出し、 また新

たな知見もいくつか得ることができた。 以下 それらについて列記し、 まとめとしておきたい。

墳 丘 テラ ス部の下段にも葺石が施さ れて いることが判明し、 これにより後円部の直径

は一回り大きく約48mに復元されることとなった。 また墳丘部の断ち割りによる盛土の状況から

は、 テラ ス部は墳丘築造と同時に作 られており、 さらに柱列も ほぼ推定復元図の位置で検出さ

れ、木取 方法に相違は見られるものの大小の柱が約 4m間隔で交互に配列されているなど、 かな

りの 計画性が認められる。 このことは古墳の設 計段階において柱の樹立位置が定められていた

ことを示すものであり、 柱列が古墳の完成段階には埴輪とともに表面を飾って いたものと考え

られる。 このような柱列が墳丘裾のテラ ス部に存在する例は現在のとこ ろ他に みられず 、 また

同時期の資料が少な いため検討を要するが、 あるいは古い段階における特徴かもしれない。

周 濠 外縁南西部分にお いては ほぼ直角に近 いコ ー ナ ー を有し、 さらに それに続く溝と

不定形の張り出しの存在することが判明した。 このような形状は部分的なものか、 全体におよ

ぶものかは今後の調査を待たな けれ ばならないが、 お そらく上記の溝と張し出しの性格に関連

するものと考えられる。 溝は古墳の西側を南北に走る段丘崖に向かって延びているが、 周濠内

の堆積状況及び花粉分 析の結果からは水の流入は顕著に認められず、 周濠内への取水口とは考

えにくい。 また張り出し部分も、 周濠内に単独で存在するものではなく固濠の外縁と接続して

おり、 さらに埴輪列や柱列などの遺構は検出されておらず、 遺物も ほとんど出土してい な い。

したがって祭壇などとしての性格は考え難く、 現段階においては不明とせ ざるをえない。

木製品 今回の調査では笠形木製品は 1 点も出土しなかった。 中には蛸•刀 ・ 盾等 に 推定

されるものも あ るが、 いずれも確定できるものではなくむし ろ不明品が大半を 占める。 これら

の検討は今後の課題で あるが、 特徴と してはコ ウヤマキ以外の材質 のものが多く見られたこと

小型のものが多いこと、 大型品も含めて組み合わせ部材を思わせる製品が多いことがあ げられ

る。 これらは今里車塚古墳にお いても蓋 ・ 盾以外に多種類の 「木製の埴輪j が使用されたこと

を示すものと い え、 さらに笠形木製品がみられな いことは、 墳丘の場所によって樹立された種

類が異なる可能性も考えられよう。 また木製品の劣化状況は、 これらがただちに埋没したもの

ではなく、 かなりの期間風雨にさらされていたことを想定させるものである。

埴 輪 基本 的な特徴に関してはこれまでの調査と変わるとこ ろはなく、 5世紀の前半に

位置付けられるものである。 また ヒレ付円筒埴輪の 占める割合が高いこと、 さらに形象埴輪は

家形埴輪しか確認できなかったことは今回の調査においても同 様で あった。 円筒埴輪の 口 縁部

形態のなかに新たに B タ イ プのものが確認されたことも、 乙訓の埴輪エ人集団の系譜を考える

上で参考となるものであるが、 先述の如く小片が 1 点のみであり、 資料の増加を待ちたい。
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古墳の破壊 花粉分析の 結果か ら 6 · 7 世紀頃 の 二時期 に 大規模 な環境の 変化が生 じ た こ

と が判明 し た 。 前者 は古墳上 の 植林 を 思 わ せ る も の で あ り 、 後者 は 西側の 段丘上 の 開発 を 示す

も の と 考 え ら れ る 。 た だ い ずれ も 古墳 の 外形 を 大 き く 変 え る も の で は な か っ た よ う で あ る 。

そ の 後、 今里車塚古墳 に 本格的 に 手が加 え ら れた の は 、 延暦 3 年 (784) 以 降 の 長 岡京遷都 に お

け る 造営工事で、 南北 に 走 る 西二坊大路が ち ょ う ど古墳の 中央 を 通 る こ と か ら 、 周 濠 の 埋 め 立

て お よ び く びれ部付近 に 改変が加 え ら れた よ う で あ る 。 た だ江戸時代 の 『 山朴l名 跡志』 に 車塚

と あ り 、 現在の 地籍図 に も 前方後方形 に 古墳 の 形 を と ど め て い る こ と か ら 、 こ れ ら の 破壊 は部

分的 な も の と 見 ら れ る 。 ま た 出 上遺物か ら 改変 の 際 に 祭祀 を行 っ て い た こ と が判明 し て い る 。

こ の 地籍図 に み ら れ る よ う に 前方後方形 と な る の は 、 周 囲 の 水田 の 拡張 に 伴 い墳丘裾が削 り

取 ら れた た め に 他 な ら ず、 そ の 時期 に 関 し て は 今 回 の 調査 に お い て お よ そ 13世紀末か ら 14世紀

初頭 に 求 め ら れ る こ と が判明 し て い る 。 こ れ は 同 じ く 今里 に あ る 大塚古墳 の 一部が改変 さ れた

時期 と 同一 の も の で あ り 、 中世乙訓 に お け る 水 田 開発の 一端 を 示す資料だ と い え る 。
( 13) 

そ の 後 は 明治 5 年の 「今里地形全図」 に よ る と 前方後方形の ま ま 古墳が残 さ れ て い た こ と

が判明す る が、 昭和 に 入 る と 後 円部の 一部が残 る の み と な っ て い た 。 昭和 6 年頃今里 区事務所

敷地の 埋 め 立 て に 古墳の 土が運 ばれ、 昭和24年 に 個人 に 払 い 下 げ ら れ る ま で今里村の 財産 区 と
1 14 )  

し て 土取 り 場 に 利用 さ れ、 古墳 は か な り 小 さ く な っ て い た 。 そ の 後昭和30年頃 に 住宅建設が行

わ れて後円部 は 完全 に 消滅 し た 。 現在 は地割 に わ ずか に そ の痕跡 を 残 し て い る が、 道路開通以

来周 辺の 開発 は 進 み 、 地下 に 残 る 今里車塚古墳 の 痕跡 も 徐々 に 消 え 去 り つ つ あ る 。

注1 京都文教短期大学名誉教授 中山修一氏、 大阪大学教授都出比 呂 志氏、 立命館大学教授 日 下雅義

氏、 同和 田 晴吾氏、 宇都宮大学教授石部正志氏 、 京都府立山城郷土資料館高橋美久二氏、 天理市

教育委員会泉武氏。 文末 な が ら 記 し て謝意 を表す る も の で あ る 。

2 『 山朴I名跡志』 臨川書店 「新修京都叢書」 第15巻 1969年 7 月

3 高橋美久二他 「長岡京跡昭和53年度発掘調査概要」 『京都府概報 (1979) 』 1979年 3 月

4 高橋美久二他 「長岡京跡右京第26次発掘調査概要」 『京都府概報 (1980- 2 ) 』 1980年 3 月

5 高橋美久二 「長岡京市今里車塚古墳の笠形木製品」 『京都府立 山城郷土資料館報』 第 3 号 1985 

年 3 月

6 石尾政信 「長 岡京右京第84次発掘調査概要」 『京都府セ ン タ ー概報』 第 3 冊 1982年 3 月

7 山下 正 「長岡京跡右京第141次発掘調査概要」 『京都府セ ン タ ー概報』 第11冊 1984年 3 月

8 吉岡博之 「長岡京跡右京第45次発掘調査及び第8013次立合調査概要」 『長岡京市報告書』 第 8

冊 1981年 3 月

9 木村泰彦 「長岡京跡右京第164次発掘調査概要」 『長岡京市報告書』 第15冊 1985年 3 月

10 福永伸哉編 『鳥居前古墳』 総括編ー大阪大学文学部考古学研究室 1990年 3 月

11 天理市教育委員会 「星塚 • 小路遺跡の調査」 『天理市埋蔵文化財報告』 第 4 集 1990年

12 桜井市教育委員会 『纏向石塚古墳範囲確認調査 （第 4 次） 概報』 1989年

13 井ケ 田良治 ・ 中尾秀正 「史料が語 る 今里」 『長 岡 京市報告書』 第26冊 1990年 3 月

14 1990年 8 月1日 斎藤清一氏談。 長岡京市教育委員会中尾秀正聞 き 取 り 調査。
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ー 長 岡京跡右京三条三坊八町 ・ 今里遺跡 一

1 は じ め に

1 本報告は、 1990 年 8月27日から 9月28日まで、 長岡京市今里 4 丁目254- 1 において実施し

た長岡京跡右京三条三坊八町 推定地、 および今里 遺跡の発掘調査に関するものである。

2 本調査は、 近年宅地化の進行が著しい今里 地区の現状を鑑 み、 長岡京跡と今里遺跡に関係

する遺構・遺物の有無を確認し、 保存に必要な資料を作成することを目的とした。

3 調査は、 平成 2 年度国庫補助事業として 本市教育委員会を主体に実施したもので、 調査員

は （財）長岡京市埋蔵文化財センタ ーに派遣を依頼し、 山 本輝雄が現地を担当した。

4 調査にあたっては、 土地所有者である平野義雄氏をはじめ、 近隣の方々のご協力を得た。

また、 長岡第三小学校 （森英 彦校長） には電気や飲料水などの提供をうけた。 記して感謝の

意を表したい。

5 調査後の遺物および図面整理は、 主に桂真里、 船戸裕子が行った。

6 本報告の執筆ならびに編集は、 山 本が行った。

第23 図 発掘調査地位置 図 ( 1 /5000 ) 
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2 調 査 経 過

周 辺の環境 と 調査 調査地 は 、 阪急長岡天神駅から北北酉の方向に約1 . 5km、 長岡第三小学

校のす ぐ北側に位置している。 地形 的に は 、 西から東に傾斜する低位 段丘上に立地し、 つい最

近まで竹藪であったが、 調査の時点で はすでに盛土が施されて造成地となっていた。 こ の付近

に は 、 南に創建が 白鳳期の 乙訓寺や北に角宮神社（伝乙訓坐火雷神社） など郡名を冠する寺社

が所在しており、 まさに乙訓地域の中心地ともいうべき所にあたる。 これまで周辺で行った発

掘調査として は 、 右京第20 2次調査と右京第2 27次調査がある。 両調査ともに長岡京に関係する

遺構 は未確認であるが、 右京第202次調査で は弥生時代後期の竪穴住居や古墳時代後期の竪穴住

居などを、 そして右京第2 27次調査でも弥生時代後期の竪穴住居や古墳時代後期の竪穴住居と掘

立柱建物など今里遺跡に関する数多くの遣構を検出している。 そのうち、 特に注目されるのが

掘立柱建物で、 4 間 X 6 間の南北棟や 3 間 X6 闇の東西棟など隅円方形の柱掘形をもつ大型の建

物が、 柱筋を揃えて整然と配置されていた。 これらの建物群 は 、 その規模や配置状況などから

みて、 一般 的な集落というより はむし ろ首長層の居館跡の可能性が強く、 今里 の古墳時代集落

を復元する上に重要な資料を提供した。

調査の経過 今回の調査で は 、 今里 遺跡の集落、 とりわ け古墳時代の居館跡の範囲や構造

の解明に主眼をおき、 東西約20m、 南北約10mの発掘区を設定し、 重機による掘下げを 8月27日

から始めた。 と こ ろが、 いくつもの撹乱坑が存在し、 また地 山面まで削平されている範囲の大

きい こ とが判明したため、 急遠発掘区の南東部を南に拡張して調査を進める こ とにした。 その

結果、 中世以降の柱穴、 溝、 土 塙、 それに北から南に下降する落込みなどを確認したにす ぎず、

第24図 発掘調査前の風景（北東か ら ） 第25図 発掘作業風景 （ 南か ら ）
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古墳時代はもとより弥生時代の集落に関係す る 遺構は全く検出す る ことができなかった。 調査

期間中、 秋雨や台風19号の影響で現場作業を休止した日も少なくなかったが、 9月25日には遺

構の実測をすべて終 え、 埋め戻しが完了したのは28日であった。

3 検 出 遺 構

層序 調査地は、 先述したように造成地であって、 造成によ る盛上が施されていた。 盛土

は、 幾層にも分けて施された厚 さが1. 5m ほどのもので、 発掘区の南西部と拡張区以外は そのす

ぐ下が地山面になっていた。 これは、 竹藪の根株起こしが地山面に達す る まで深く行われたこ

とに起因し、 重機の爪跡が幾筋も残 り、 しかも竹の根株などを埋めた 撹乱坑がいくつも存在し

た（図版19) 。 特に、 発掘区の西端にあ る 撹乱坑 1 は、 東西約 4 m、 南北6 m以上もあ る 巨大な

もので、 垂直に近く落込み、 深さが約3. 3mにもおよぶものであった 。

そこで拡張区での土層の堆積状況をみ る と、 上から盛土、 茶褐色砂質土層、 明茶褐色粘質土

層の順で堆積し、 その下が地山面になっていた。 茶褐色砂質 土層は厚 さが0. 4m ほどあり、 土師

器、 須恵器、 瓦、 瓦器、 青磁、 陶磁器など古墳時代から中世 に至 る までの遺物を包含していた。

この層は、 発掘区の南西部でもわずかに認められたことから、 かっては調査地の全域に広がっ

ていたものと考えられ る 。 一方、 明茶褐色粘質 上層は、 後述す る ように落込み S X 36002内に堆

積した土層で、 北から南に向かう ほど厚さを増し、 最も厚 いとこ ろで約l.lmあ る 。 この層に

は、 弥生時代から奈 良時代の遺物を含んでいた。 地山は、 黄褐色系や茶褐色系の粘質 上ないし
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/ 5 暗赤褐色礫混 り 土 ( S D 36005 ) 
6 黄褐色枯質土 （ 地 山 ）

, 7 茶褐色粗砂 （ 地 山 ）
8 暗黄褐色砂礫 （ 地 山 ）

第26図 発掘 区 ・ 拡 張 区 の 東壁土層 図 (1 /80) 



42 検 出 遺構

は 砂礫 であり、 更新世 に形成された低位 段丘を構成する土層である。 地 山面 は、 後世 に削平を

受け、 しかも凹 凸が顕著であるが、 おおむね北西から南東に向かって傾斜して いる。

検出 遺構 遺構の大半 は地 山面で検出したが、 拡張区で は明茶褐色粘質土 の上面（上層遺

構） で検出したものも若干ある。 以下、 おもな遺構の概要を説明する。

溝 S 0 3 6 0 0 1  発掘区の中央で検出した南北方向の素掘り溝である。 溝の幅 は 0 .6�0 .Sm、

深さ約0 . 4m ほどあり、 埋土 は竹の根株が入った暗灰色土であった。 近現代の敷地境の溝と考え

られる。

落込み S X 3 6 0 0 2  拡張区で検出した北から南に向かって下降する落込み。日下雅義氏によ

れ ば、 長岡第二 中学校から長岡第三小学校にか けて低位段丘を開 析した東西方 向の谷地形を復

元されているが、 S X 36 002 は ち ょ うど谷地形の肩部付近に相当し、 さらに南へ深くなっていく

ものと考えられる。 埋土である明茶褐色粘質土から は、 弥生土 器、 土師器、 須恵器、 瓦、 石鏃、

砥石、 凝灰岩など弥生時代から奈 良時代までの遺物が出土している。 ただし、 弥生土器につい

て は拡張区の西端からまとまって出上し、 一括廃棄されたとも考えられるが、 全体 的にみれ ば

この層に は新 旧の遺物が混在して 含まれており、 その確証 はない。 いずれにしても、 この落込

y � - 2 8 , 1 4 0  v � -2 a , l l s  

I 
Y - - Z S , 1 30 

I 
Y - - 1 0 , 1 15 

攪乱坑 4
゜

゜ P 1 2  

4
 

0
pl
 

0pll
 

2
 
2

 

0
p

 ー0
pt
 

一 x � � m . 1 2 0

0plS
 

— x � - m . m 

ー x � - m , l l o

v � - , a , 1 2 ,  

第27図 検 出 遺構図 (1/200) 



第 2 章 長 岡 京跡右京 第360次調査概要 43

み は、 奈 良時代頃までに は完全に埋没していたと考えることができよう。

土 堀 S K 3 6 0 0 3  発掘区の北丙部で検出した径約0 .75m、 深さ約0. 3m ほどの円形土塙。 埋土

は茶褐色砂質 上で、 須恵器と瓦器の細片が少量出土している。

溝 S 0 3 6 0 0 5 拡張区の明茶褐色粘質土の上面で検出した東西方向の溝で、さらに東側に延

びている。 溝幅 は西から東に向かって広さを増し、 深さ は約0. 3m ほどある。 埋土 は暗赤褐色礫

混り土で、 土師器、 須恵器、 製塩土器、 瓦などの破片が少量しか出土していないが、 長岡京期

の可能性がある。

土 壊 S K 3 6 0 0 7  発掘区の西南部で検出した不整形な土 塙。 埋土は、 茶褐色砂質土であって

拳大 ほどの礫 が遺物とともに多量に混在していた。 遺物に は、 土師器、 須恵器、 平瓦、 瓦器、

瓦質土器、 陶磁器など古代から中世 に至るものが出土している。

土 壊 S K 3 6 0 0 8  S K 36007の北側で検出した不整形な土 壇。 東丙約4. 5m、 南北約1 .6m、 深

さ0. 2m ほどあり、 埋土 は茶褐色砂質土であった。 遺物は、 須恵器、 平瓦、 瓦器などの破片が少

量出土し、 S K 36007と同時期であ ろう。

柱穴 P 1 � P 2 3 柱穴 は、 発掘区で地山面、 そして拡張区で は明茶褐色粘質 上の上面およ

び地山面で検出している。 いずれも円形もしくは楕円形を呈し、 径は約0. 3m前後の規模であ

る。 全体が削平を受けているため浅いものが多く、 深いもので約0. 4mほどである。 出土遺物が

乏しいと はいえ、 埋土が茶褐色系の砂質 土であることから、 中世以降のものと考えられる。 ま

た、 偏平な石を埋め置いて根石としているものが 3 個(P 9 。 P 12· P 13 ) ある。 これらの柱

穴 は、 建物や塀になるものと推察できるが、 明確に並ぶものはない。

4 出 土 遺 物

今回の調査で は、 整理箱に 8 個分の遺物が遺構と包含層から 出土している。 その大半は弥生

土器、 土師器、 須恵器、 製塩土器、 瓦器、 陶磁器などの土器類であって、 次いで瓦類が多く、

他に少量の石製品、 凝灰岩がある。 これらの遺物 は、 現時点で整理が完了していないため、 こ

こでは落込み S X 3600 2と上塙 S K 36007から 出土した主な遺物の概要を説明することにしたい

（第26·27図、 図版2 2·23 )。

落込み S X 3 6 0 0 2 出 土遺物 この遺構からは、 弥生土器、 土師器、 須恵器、 製塩上器、 瓦、

石製品、 凝灰岩などが出土している。

弥生土器は、 壺(1 )、 甕(2 � 8 )、 高坪(10 �13 )、 器台(9 )、 ミニチ ュ ア 土器などの器

種がある。 1 は 口 縁部が外上方に短く開き、 体部がタマネ ギ状に張る平底の壺である。 外面の

調整は、 口 縁部を ヨ コ ナ デし、 体部から底部にかけてハ ケ メ を施す。 内面 は、 底部にハ ケ メ を

加える以外はナ デ調整である。 6 は、 口 縁部が 「く」 字状に外反する甕で、 外面に ば煤の付着

がみられる。 外面の調整は、 体部に細かいタ テハケを施し、 内面には体部上半を粗い ヨ コ ハケ
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を施す以外はナ デを加えて仕上げている。 2 � 5 は、 いわ ゆる受口状口 縁をもつ甕で、 口 径17

cm前後のものと、 13cm前後のものに分けられる。 受口の形態は、 短く直立するもの(2· 4 )

と外傾気味に立上がるもの(3· 5 ) があり、 いずれも端部は水平な面をもって終わる。 口 縁

部外面に列点文を施すものが多いが、 無文のもの(4 ) もある。 体部上半の装飾は、 3 のよう

に直線文と列点文の組合わせが多いものの、 さらに波状文を加えるものもある。 3 は、 内外面

ともタ テハ ケとナ デ調整で仕上げ、 焼成も 良好である。 7· 8 は甕の底部で、 7 の外面には右

上がりのタ タ キ 目が残 っていた。 10 は高坪の坪部、 n�13は高坪の脚部である。 10 は外反 して

開く皿形の坪部をもち、 11 。 12は柱状部下半の 3 方に円孔を穿っている。 これらは、 焼成も胎

土も 良好で、 外面をヘラミガキ調整 して丁寧に仕上げている。 13は短脚の小型品で、 llや12と

比べて焼成や胎土は悪い。 9 は器台の筒部で、 受部と裾部はともに大きくひらくものと考え ら

れる。 これらの弥生土器は、 後期でも後半に属するものと推察され、 タ タ キ 技法の甕が極端に

少なく、 逆に受 口状口 縁の甕が目立つなどの特徴を指摘できる。

土師器と須恵器は、 古墳時代と歴史時代のものがある。 古墳時代の須恵器には、 坪身(15 )、

坪蓋(14 )、 長頚壺(17 )、 遜(16 )、 壺、 甕などの器種がある。 15は、 受部が内傾気味に立上が

る陶邑窯の T Kl O 型式に属するものであり、 この ほか垂直に近く立上がるさらに古い型式のも

のもある。 14は天井部が丸みをもつ坪蓋で、 ヘラ ケ ズ リ の範囲も狭く、 陶 邑窯の T K 43型式に

比定できる。 17は長頚壺の底部で、 外に張出 した高台を貼付けている。 底部の内面には、 自 然

釉が円形状に付着 している。 歴史時代の須恵器は、 無高台の坪A (19 )、 有高台の坪 B 、 坪 B

蓋、 皿(18 )、 甕などがある。 18の皿は、 口 縁端部が丸味をもって終わり、 内外面に火欅の痕が

みとめられる。 坪 B 蓋には、 返りの有るものと無いものがある。 これらの須恵器は、 7 世紀の

後半から 8 世紀にか けてのものである。

瓦の大半は平瓦であり、 軒瓦は全く出土 していない。 瓦質 に焼成されたものと須恵質 焼成の

ものがある。 凹面に布目痕が残 り、 凸面は縄目タ タ キ を施すものとナ デるものがある。

石製品には、 石鏃と砥石がある。 石鏃(27 )

は凸基式の打製石鏃で、 サ ヌ カ イ ト製。 砥石

(28 ) は砂 岩製の破損品で、 4 面ともよく摩

滅 してやせ ほそっている。

土堀 S K 3 6 0 0 7 出 土遺物 この遺構から "<27?> 27 

は、 土師器、 須恵器、 瓦器、 瓦質 上器、 陶磁

器、 瓦などの遺物が出土 している。

瓦器婉(25 ) は、 器高が低く、 内面に粗雑 o 
� 

なヘラミガキ をとどめるが、 外面のミガキは

省略 している。 瓦質土器の火舎(2 4 ) は、 ロ

5cm 

� 28 

第29図 出 土石製品実測図 ( 1 / 2 ) 
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縁部の上半に 波状文を施す。 2 3は、 土師質 に焼成さ れ た 火舎で、 口 縁部 に 巡らさ れた 2 条の凸

帯間 に 唐草状の スタ ン プ文で装飾 している。 20·2 1は、 とも に 瀬戸の小皿である。 これ以外に

も、 図示 していないが、 土師器の小皿、 東播系や備前・信楽のすり鉢、 瓦器の羽釜•三足鍋な

ど中世 の遺物の他、 古墳時代の須恵器甕や土師器甑、 それに長岡京期の須恵器壺 G など新 旧の

遺物がある。

5 ま と め

以上が今回のおもな調査結果であるが、 後世 の撹乱や削平が顕著であって、 長岡京期の遺構

はもと よ り、 当初予測 し た 今里 遺跡の集落に関係する遺構も確認することはで き なかった。 し

か しながら、 今回検出 し た 落込 み S X 36002が日下氏の地形復元 に よ る開 析谷の肩部 に 相当 し、

それが弥生時代から奈 良時代の間 に 埋没 し たことが判明 し たことは、 貴重な成果といえ よ う。

こう し た 考古学と 自 然地理学の資料を関連づ けて 旧地形を復元 し、 地形変化の過程などを追究

することは、 旧 環境や集落の範囲など人間と 自 然との関わりかたを復元するうえ に有効である

たとえ ばこの周辺では、 右京第2 32次調査で同様な検討がなさ れており、 この よ うな事例が増加

し 蓄積さ れ れ ば よ り内容の充実 し た復元が可能とな ろう。 その意味で、 今回の調査は非常 に 意

義深いものといえる。

また、 弥生時代から中世 に至るまでの遺物を検出 しているが、 そのうち弥生時代後期の甕の

多くがいわ ゆる近 江 系の特徴を示 している点は、 今里集落の性格や地域間交流の動 向を探る上

でも重要な資料とな ろう。

注 1 原秀梅 「右京第202次調査概報」 財団法人長岡京市埋蔵文化財セ ン タ ー 『長岡京市埋蔵文化財

セ ン タ ー年報』 昭和60年度 1987年

2 木村泰彦 「右京第227次調査概報」 財団法人長岡京市埋蔵文化財セ ン タ ー 『長岡京市埋蔵文化

財セ ン タ ー年報』 昭和61年度 1988年

3 日 下雅義氏 の 地形分類に つ い て は、 長岡京市教育委員会 『長岡京市文化財調査報告書』 第12冊

に そ の 一部 を 掲載 し て い る が、 近 く 刊行 さ れ る 『長岡京市史 資料編 1 』 に長岡京市全域の詳細

図が公表 さ れ る 予定であ る 。

4 中尾秀正 「右京第232次調査概報」 長岡京市教育委員会 『長岡京市文化財調査報告書』 第18冊

1987年
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ー 長 岡京跡右京六条二坊六町 ・ 開 田遺跡 一

1 は じ め に

1 本報告は、 1990 年11月 8 日から12月15日まで、 長岡京市開 田四丁目405において実施 し た 長

岡京跡右京六条二 坊六町推定地、 開 田遺跡の発掘調査に関す る ものであ る 。

2 本調査は、 今 だ所在を確定 し得ない長岡京の西市について、 手掛かりとな る 資料の蓄積を

目的と して実施 し た。

3 調査は、 平成 2 年度国庫補助事業と して長岡京市教育委員会が主体となり実施 し た し たも

のであ る 。 調査員は財団法人長岡京市埋蔵文化財センタ ーに派遣を依頼 し、 中島皆夫が現地

を担当 し た 。

4 調査実施にあたり、 土地所有者であ る 藤井博ー氏をはじめ、 近隣の方々 のご協力を得た。

また、 現地調査では、 京都文 教 短期大学名誉 教授中山修一氏より種々 のご指導を得た 。
( ! )  

5 調査後の遺物実測や図面整理は、 おもに中島・橋田邦夫が行った。

6 本報告の執筆ならびに編集は、 中島が行った。

第30図 発掘調査地位置 図 ( 1 /5000 )

- 4 7 -



4 8 調査経過

2 調 査 経 過

調査地は、 阪急長岡天神駅の南東約0.5kmにあり、 犬川 がつくった氾濫低地に立地してい る 。

付近は標高18m前後をはかり、 東側を流れ る 犬川 に向って傾斜す る 地形を示す。

調査地は、 平城京型復原で六条二 坊六町 に推定され る 。 長岡京西市推定地の一つ に 、 当地を

含めた右京六条二 坊三～六町を当て る 説があ る 。 これは、 六条二 坊四町 に推定され る 右京第10 2

次調査で、 「 自 司進」と記された木簡や 「西」「 一」と星書された土器が出土したことなどに拠

ってい る 。 しかし、 現状は、 五 条大路と西二 坊大路の交差点付近に当て る 説などと同 様に、 充

分な資料を提示でき る 段階ではない。 今 同の調査は、 長岡京市教育委員会が西市解明にむけて

行った基礎資料収集のための調査であ る 。

調査は、 南北に細長い畑地の北部に設定した 、 東西約13m、 南北約llmの調査区で開始した。

掘削は璽機によって旧耕作土までを除去し、 以下を人力によって行った。 除去にあたっては、

当地が調査後農地に復す る ため耕作土 、 暗褐色粘質土と遺構埋土 、 砂礫土に分けて行った。 竪

穴住居址などの検出に伴って数回の拡張作業を行った結果、 発掘面積の総 計は173. 5rri王 なっ

た。 発掘調査は12月13日に終了し、 その後、 順次重機によ る 埋め戻しを行い 旧状に復した。

3 検 出 遺 構

調査地の基本層序は、 耕作土 、 長岡京期から桃 山時代までの遺物を含む淡茶褐色粘質土層の

順で、 淡黄褐色弱粘質土の地山にいた る 。 トレ ン チ南西隅では古墳時代と長岡京期の遺物を含

む濁黄褐色弱粘質土層を確認したが、 広がりを持たなかった。 この土層の上面で検出したもの

以外は、 全て地 山面で検出してい る 。 検出した遺構は、 埋土や出土遺物などによって 3 期に大

別す る ことができた。 本編は、 より新しいものから記述を進め る 。

Y = - 2 7 , 6 2 5  Y = - 2 7 , 6 2 0  

Y=-27.615 
I l 耕作土

2 旧 耕作土
一 3 改茶褐 色砂質1

4 閉茶褐 色砂賀上
5 暗茶褐 色 弱 柘 質 土
6 淡茶灰褐 色 弱 粘 質上
7 淡焦灰褐 色 弱 枯 質 土

( S  B 36407 ビ ノ ト の ）里士 ）

゜

8 賂抵掲 色砂峡士
9 戊訊灰褐 色砂I薬上
10 淡黄灰色砂質土
] l  淡筑灰色砂礫ナ
12 賠黄灰褐 色砂礫上
13 淡黄褐 色砂礫土
14 If斉黒褐 色砂質上
1 5 改訊褐 色 弱 枯 り［土

（ 地 山 ）

3m 

第31図 ト レ ン チ 北 壁断面図 (1/80) 
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(1) 第III期の遺構

第III期は、 鎌倉時代から桃山時代までの遺構を含んでいる。 遺構の埋土は、 灰色から茶灰色

の砂質土を呈するものが多い。 柱穴を中心に数多 く の遺構を検出したが、 記述は遺構の性格や

時期を推定し得る掘立柱建物、 柵、 井戸、 礫 敷、 土器埋納 ピ ッ ト に限った。

礫敷遺構 S X 3 6 4 0 1  (第33図、 図版 25) ト レ ン チの東において検出した南北方向へのびる礫

敷遺構である。 礫 を敷 く ための土 塙は、 東西3 . 3m、 南北5 . 5m以上、 深さ 25cmで長方形に近 く 掘

られている。 土 壊の南北端は調査区域外になり、 確認できなかった。 断面形は 「逆台形」 を呈

し、 底は ほぼ水平である。 礫 は土 塙の西辺で、 上面を揃え密集して敷かれている。 こうした状

況は、 西辺以外で認めることができない。 礫 は長辺10cm前後の角礫 を主体としているが、 中に

は人頭大に近いものもある。 礫 敷遺構の性格は、 関連遺構が検出されなかったために確定し得

ない。 ただ、 土 壊の下場が ト レ ン チ南東角で閉塞せず南東方向へ延びることや、 南東へ低い地

形を考慮すれば、 排水に関連した施設である可能性が強 く なる。 出土遺物には、 土師器、 須恵

器、 瓦器、 陶磁器、 平・丸瓦片がある。 このうち最も新しい遺物は、 最下層から出土した16世

紀代の陶磁器である。 礫 敷遺構の構築時期は、 これに ほぼ相当すると考えられる。

X=―119,990 

I S  8 3 6 4 0 2  

Y=-27.620 

I 
Y=-27.610 ー

I 

第32,図 第 III期検出遺構配置 図 ( 1 / 150 ) 



5 0  検出遺構

L=17.8m 

Y=-27.612 
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X=-120,001 

1 耕作土 5 淡茶褐色砂質土
2 旧耕作土 6 濁茶褐色砂質土
3 明茶灰色砂質土 7 暗黄褐色砂質土 } S X 36401 の 埋土
4 淡灰褐色砂質土 8 暗茶灰色弱粘質土 0 

第33図 礫敷遺構 S X 36401実測 図 ( 1 /40 )  

2m 

掘立柱建物SB 36402 トレンチの北部中央で 検出 した南北4 間以上 X 東西2 間の掘立柱建

物 であ る 。 建物 の主軸 は、 北 に対 し約4 ゜西へ振 る 。 柱間 は 、 桁行が北から1 .8 -2 .4 -1 .8 1 .8 

m、 梁行は各2 .8 m を 測 る 。 掘立柱建物S B36402 は 、 掘立柱建物S B36406 、 柵列S A36405 と 重

複す る が、 柱穴の切 り 合い よ り 掘立柱建物S B36406 に先行す る 。
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x=-119,994 

I -ニニロ E
 

Y=-ns22 

I w 

し-

／
 Y:-27,614 

゜

_j le_ 

濁茶褐色砂質土
暗茶褐 色砂質土
暗茶褐 色弱枯質土
暗茶灰色弱粘質土
暗茶灰色砂礫土
濁 黄褐 色砂礫土
濁黄褐 色砂質土
暗茶褐 色粘質土
暗茶灰色粘質土

L 

1 耕作土 5 淡茶褐 色弱粘質士
2 旧耕作土 6 暗茶灰褐色粘質土
3 l蜀茶褐色砂質土 7 濁黄灰褐色弱粘質土
4 暗茶褐 色 弱粘質土 （ 包含層 ）

3 - 6 か ピ ッ ト P 181 の埋土
2m ゜ 40cm 

第34図 井戸 S E 36403断面図 ( 1 /40 ) 第35図 ピ ノ ト P 181遺物出土状況図 ( 1 / 1 0 )  

井戸 S E 3 6 4 0 3(第32図、 図版25 ) トレン チの北東部で検出した素掘り井戸であり、 覆屋

S B 36 404が付随する。 直径は検出面で約1. 2m、 深さは検出面から1. 9mを測る。 井戸は、 湧水

層である暗黄褐色砂礫層に到った後、 さらにl mあまり掘り下げられている。 この層からは現在

も激しい湧水がみられ、 調査中の井戸内最高水位 は標高約17. 4mにまで達した。 遺物は第 4 層以

下より出上しており、 土師器、 須恵器、 瓦器、 砥石がある。 このうち最も新しい遺物が、 最下

層から出土した瓦器婉である。 これは粗い螺旋状の暗文が内面に施され、 いびつな高台が付く

もので14世紀前半代に比定できる。

覆屋 S 8 3 6 4 0 4  1 間 X l 間の簡易な建物で、 先述した井戸 S £ 36 403の覆屋に推定される。

柱間は各辺とも約 3mで、 柱筋が描くプランは ほぼ正方形を呈している。 柱掘方は、 長軸60�70

cmを測り、 楕円形に近く掘られている。 なお、 覆屋 S B 36 404の東西軸は東に対して、 約6 ゜北へ

振っている。

井戸 S £ 36 403は、 覆屋の中心からやや北東にずらし配されている。 こうした井戸と覆屋の位

置関係は、 井戸の南ないし西側に作業空間を確保するため生じたと考えられる。
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柵列 S A 3 6 4 0 5 覆屋 S B 36 404の北辺に柱筋を合わせた東西方向の柵列で、 主軸の振れ角

度は、 覆屋の東西軸の値に ほぼ一致する。 柵列は覆屋と2. 2mの間隔 を置いて配されている。 ト

レ ン チ内で 6 間分を検出したが、 さらに丙方へ延びる可能性が高い。 柵列の柱間は、 東から1.

1 1. 5 1. 0-1. 0-1. 1-1. 4mを測り揃っていない。 柱掘方は、 直径30�40cmの円形を呈す。

各掘方からは、 士師器、 瓦器の細片が少量出土している。 なお、 柵列 S A 36 405は、 掘立柱建物

S B 36 402と重複関係にある。

掘立柱建物 S 8 3 6 4 0 6  柵列 S A 36 405の南で検出した東西 2 間以上 x 南北 2 間の掘立柱建

物である。 柱間は、 桁行がそれぞれ2.lmを測り、 梁行は2. 5m前後に推定される。 掘立柱建物の

主軸は、 覆屋 S B 36 404、 柵列 S A 36 405と同 様に、 東に対し約 6 ゜北へ振っている。 柱掘方は、

直径30�40cmの円形を呈する。 各柱掘方からは、 弥生土器、 土師器、 須恵器、 瓦器などが出土

しているが、 その数は少なく細片ばかりである。 なお、 柱掘方から礫 石、 根固め石などは検出

されなかった。

掘立柱建物 S B 36 406、 柵列 S A 36 405、 覆屋 S B 36 404、 井戸 S E 36 403は、 遺構の重複がな

く、 柱筋ないし主軸を揃えることから同時期に存在していた可能性が高い。 各建物の位置関係

を掘立柱建物 S B 36 406との間隔で表すと、 柵列 S A 36 405は約2. 4m(8 尺）、 覆屋 S B 36 40 4で

は約4.Sm (16 尺）を測る。 これら一連の遺構の時期には、 井戸 S E 36 403の14世紀前半代を当てる

ことができる。

ピ ッ ト P 1 8 1 (第35図、 図版25 ) トレ ン チの南西部、 掘立柱建物 S B 36 406の南柱筋より

3. 3m (11尺） 南において検出した、 柱穴状の土器埋納遺構である。 ピ ッ トは、 古墳時代および

長岡京期の包含層である澗黄灰褐色弱粘質土層の上面から掘り込まれている。 その平面形は、

ほぽ円形を呈し、 直径約40cm、 深さ約45cmを測る。 ピ ッ ト埋土 第 2 、 3層 （茶褐色弱粘質土層）

からは、 土師器小皿がまとまって出上した。 破片を含めた土師器小皿の個体数は、 径10cm前後

のものが 6 個、 径7cm前後が6個で計12個体である。 このうち大型のもの 4 個と小型のもの 2 個

が重ね合わせた状態で埋められていた。 遺構の所属時期は、 共伴する唯一の瓦器婉より14世紀

前半代に推定される。

(2 ) 第II期の遺構

第II 期は、 長岡京期にあたる。 調査地が推定される六条二 坊六町を画す条坊には、 西二 坊第

ー小路、 西二 坊坊間小路、 六条条間小路、 六条第二 小路がある。 このうち、 西二 坊第一小路以

外は、 右京ないし左京域で検出されている。 六条二 坊六町 を画す側溝の座標値は以下のとおり

である。 西二 坊坊間小路西側溝 Y = - 27 ,6 27 . 4、 六条条間小路南側溝 X = - 119 , 979. 8(左京

域）、 六条第二 小路北側溝 X = - 120 , 098 . 15。 これらの値より当地は、 六条二 坊六町 内の北西角

地にあたると推定される。 この時期の遺構には、 掘立柱建物 1 棟、 柵列 1 条、 柱穴 5 基、 井戸

1 基、 溝 2 条、 土 壊 5 基がある。
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掘立柱建物 S B 3 6 4 0 7  (第37図、 図版26 ) トレ ン チの北西部において検出した、 東西 2 間 X

南北 3 間の南北棟である。 建物の主軸は、 ほぼ真南北を向いている。 柱間は、 桁行が北から2 .

1 2 . 2-2 . 0mと不揃いであるのに対して、 梁行 は南北辺とも2 . 4mの等間隔に配されている。 柱

掘方は、 一辺約0 . 4�0 .6mの隅円方形を呈し、 深さは0 . 2�0 .7mを測る。 掘方埋土からは、 弥生

土器、 土師器、 須恵器、 砥石の破片が出上している。 掘立柱建物 S B 36 407は、 柱穴 p 1 および

P 4 と重複しているが、 それぞれの柱穴に切り合いがな く 、 出土遺物も少ないことからから先

後関係は不明である。

柵列 S A 3 6 4 0 8  掘立柱建物 S B 36 407の南辺より南約 5mに位置する、 東西方 向の柵列であ

る。 検出した 3 間分の柱間は、 それぞれ1 . 9mに揃っている。 柱掘方は、 一辺約0 . 5mの隅円方形

を呈し、 深さ0 . 3mを測る。 柵列の西の延長は、 調査区域から外れるため確認することができな

かった。 しかし 冒頭に述べたように、 西端の柱穴より約2 . 5m西には、 西二 坊坊間小路東側溝が

予想され、 柱間を1 . 9mとすれ ば柵列が 2 間以上西へ延びる余地はない。 なお、 柵列 S A 36 408の

座標値は、 X = - 120 ,00 2 .6である。

X=-119,990 
V=-27.620 I Y=-27,61 0  -

I 

ィ9
,
r
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しロロ1
X=-120,000 

゜ 5m 

第36図 第II 期 検 出 遺構配置図(1 /150) 
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l 暗黄灰褐 色弱枯質土 4 淡黒灰褐 色 弱粘 質土
2 暗灰褐 色 弱粘 質土 5 暗茶褐 色粘 質土
3 暗黒褐色粕質土 6 暗黄灰色砂質土

第37 図 掘 立柱建物 S B 36407実測 図 ( 1 /60 )  
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井戸 S E 3 6 4 0 9  (第38図、 図版26 )

ト レ ン チの東部において検出した井戸 Y芝空09

である。 2 段に掘られた掘方は、 上段が

検出面で一辺約1 . 5m、 下段は一辺約l m

を測り、 ともに隅円方形を呈している。

井戸枠などは残 っていない。 井戸の深さ し一

は、 検出面から 1. 9mを測る。 湧水層であ

る 明黄褐色砂礫土層をO .Sm掘り込んでい

る。 井戸内の 埋土は、 第 1層～第 9層ま

でが井戸の廃棄時に伴うもので、 断面観

察により東から投げ入れられたと考えら

れる。 井戸からは土師器、 須恵器、 土 馬、

平瓦など、 破片を中心にコ ンテナ 2 箱分

の遺物が出土している。 このうちの大部

分が、 木切れや燃え滓などに混じって第

1層から出上している。 一方、 井戸使用

時の堆積層である第10·11層から出土し

た遺物は、 土師器皿と完形の土師器婉の

2 個体に限られた。 完形の土師器婉は、

□ 縁部を下にして井戸底に沈められてお

り、 井戸祭祀に関連して使用された上器

と考えられる。

なお、 井戸 S E 36 409の中心座標値は、

Y = - 26 ,  6 10 .00、 X = - 119 , 999 . 10であ

る。

119,999 

I �/ I 

号度桑萎ご塁翌詈こ—こ翠二—
—

ー」

゜

l 濁黒灰褐色弱枯質土
濁灰褐色弱粘質土
濁黄灰褐 色 弱枯質土
暗黄灰褐色砂質土
賠黄灰色砂質土

6 i蜀黄灰色弱粘質土
7 濁灰褐色粘質土
8 i蜀黄褐色砂質土
9 濁黄褐 色弱粘質土

10 暗灰褐色砂質土
11 淡青灰色砂質土
12 淡黒褐色粘質土
13 淡黄褐 色粘質土
14 淡黄灰色弱粘質土

（ 地 山 ）
1 5 暗黄褐色砂礫土

（ 地 山 ）
2 m  

第38図 井戸 S E 36409 断面図 ( 1 /40 ) 

柱穴 P 1 � s ト レン チの北西部において隅円方形を呈する柱穴 5 基を検出した。 柱穴の

位置関係、 埋土 の状況より、 この 5 基で建物の一部を構成すると考えられる。 しかし、 ト レン

チ範囲内からは、 これらに関連する柱穴などは検出されず、 いかなる構造をもつ施設となるか

は不明である。

そ の他の遺構 東西溝 2 条、 不整形な土塙 5 基がある。 長岡京期の遺構埋土と同 じ 黒灰褐

色の埋土をもつ遺構である。 いずれも出土遺物は皆無であり、 長岡京期の遺構とする根拠が弱

い。 ただ、 ト レ ン チ北東隅で検出した東西溝は、 ほぼ真東西を示しており長岡京期に属する可

能性が高い。



5 6  検 出 遺構

(3) 第 1 期の遺構

第 1 期の遺構には、 古墳時代前期の竪穴住居とそれ以前の流路がある。 竪穴住居埋土の最上

層は 黒褐色を呈しており、 土質 、 色調とも長岡京期の遺構埋土に近い。

竪穴住居 S H 3 6 4 1 0(第40図、 図版27 ) トレンチの南西部で検出した、 平 面形が隅円長方

形を呈する竪穴住居である。 中世 、 長岡京期の柱穴などにより攪乱を受けているが、 遺存状態

の 良い所では、 検出面から床面ま での深さが約20cmを測る。 検出面における住居の規模は、 長

軸3.Sm X 短軸2. 9mを測り、 壁溝を除いた床面積は8. 9面である。 当住居を構成する施設には、

支柱穴 2 基と中央 ピ ッ ト 1 基、 壁溝 1 条、 上塙 l 基がある。 住居の中心やや西よりに中央 ピ ッ

トを配し、 その北と南に 1 基づつ支柱穴を設けている。 中央 ピ ッ トと支柱穴の中心を結ぶ直線

（長軸）は、 真北に対し約 7 ゜東に振っている。 中央 ピ ッ トは、 直径40cm、 深さ 5 cmの不整円形

を呈し、 内部には焼け土が薄く堆積していた。 壁溝は、 途切れることなく竪穴住居を全周する。

その断面形は 「逆台形」に近く、 上部の幅15�25cm、 深さ10�15cmを測る。 中央 ピ ッ トから東

に約 lmの間隔を置いて、 楕円形を呈する小型の土塙が配されている。 土塙は、 深さが15cm程度

で遺物も出土しておらず、 その性格は不明である。 床張りは施されておらず、 後述する流路 S

X=屯翌90
Y=-27.620 I Y=-27.610 -I 

い

X=-120,000 

S D 3 6 4 1 1 

゜ 5m 

第39図 第 I 期 検 出 遺構配置図 (1/ 150)
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D 36 411の埋土最上層と地 山（黄褐色弱粘質土） を床面としている。 竪穴住居 S H 36410からは

古墳時代前期の布留式に相当する土師器が出上した。 遺物は主に、 第 1 層と第 2 層の境界面か

ら 出土しており、 床面で確認したものは僅かである。

流路 S 0 3 6 4 1 1(第31図、 図版28 ) トレン チの ほぼ中央を、 北から南東に向って流れる 自

然流路である。 トレン チ範囲内における流路の規模 は、 幅 6 � 8 m、 最も深いと こ ろで検出面か

らl .lmを測る。 流路の埋土からは、 遺物が出土しておらず時期決定が不可能である。 ただ、 流

路 S D 36 411は、 先述した竪穴住居 S H 36 410に切られており、 少なくとも古墳時代前期には完

全に埋没していたと考えられる。 竪穴住居 S H 36 410と重複する部分については掘削を行ってい

ない。

鸞

L 
-↑ 

L=18.0m 

第40図 竪穴住居 S H 36410実測図 ( 1 /40 ) 
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4 出 土 遺 物

今回の調査では、 土器類を中心とした遺物が整理箱にして10箱程度出土している。 出土遺物

には弥生時代から桃山時代に至る時期のものがあるが、 ここでは、 中世 の上器埋納 ピ ッ ト、 長

岡京期の井戸、 古墳時代の竪穴住居など比較 的まとまって出土 したものについて記述する。

ピ ッ ト P 1 8 1 出 土土器（第41図ー 1 �13、 図版29·30、 付表

4 )  土師器小皿12個体、 瓦器婉 1 個体が出土した。 土師器

小皿には、 右表に示した大小2 群がある。 このうち大型の 7

�10には、 口 縁の一部を意図的に打ち欠いた痕がみられた。

出土遺物は、 小皿の 口 縁端部が ヨ コ ナ デによってやや内湾す

ること、 瓦器婉(13 ) の形態により14世紀前半代に位置づ け

られる。 なお、 1·3·7�10が重ね合わさった状態で出上し

た。

付表4 P 181 出 土土器法量表

喜〗 • 土師器llll
x 瓦器婉 X 

3 

2 ←  

6 7 8 9 1 0  1 1  1 2 
（ 単 位 = cm )

井戸 S E 3 6 4 0 3 出 土砥石（図版29-14 ) 粘 板岩製のもので、 長さ17cm、 幅5.3cm、 厚 さ2 .6

cmの直方体に復元できる。 ほとんど使用されておらず、 原石から加工する際に付いた鋸歯痕を

残 す。 なお井戸からは、 14世紀前半代の瓦器婉片などが出土した。

井戸 S E 3 6 4 0 9 出 土土器（第41図 15�37、 図版30 ) 井戸の埋土は 2 層に大別される。 井

戸使用時の堆積層から出土したものは皿 C(2 1 )、 婉 C I (2 2 ) の 2 点で、 他は廃棄時の堆積層

より出土している。 出土土器の総個体数は、 図示し得なかった小片を含め46個体である。 その

うち土師器は37個体（約80 % ) にのぼり、 須恵器の個体数を凌駕している。 これらの土器類を

用途別にみると、 食器76 %、 貯蔵器11%、 煮沸器13%となる。 他に上馬、 平瓦片が出上した。

土師器には、 坪 B 、 皿A、 皿 C 、 碗A、 婉 C 、 高坪A、 壺 B 、 甕などがある。

坪 B (27�29 ) は、 口 縁部径によって18.5cmの杯A II (29 ) と20cmの坪 B III (27 ) に分けら

れる。 28は底部付近の破片で全容は解らないが、 その底部径より坪 B Iiiに推定される。 27·28

の調整は、 外面をヘラミガキ 、 内面は ヨ コ ナ デにより仕上げている。 なお、 坪 B 蓋は出土して

いない。

皿A (17�20 ) には、 口 径16cm程度の皿A I がある。 外面を C 手法で仕上げるため、 全体に

丸味をおび、 底部と口 縁部の境界は不明瞭である。

皿 C (2 1 ) は、 D 径ll cm、 器高 2 cmを測る。 内面から 口 縁端部外側にか けて ヨ コ ナ デ調整を

行う。 その他は未調整であり成形段階の指圧痕が認められた。 胎土は 良く、 灰色を呈する。

婉A (24�26 ) は、 口 径12cm前後の婉A llに限られる。 いづれも、 形態は 口 縁端部をすなお

に終らせる。 24·25の調整は、 内面 ヨ コ ナ デ、 外面は底部から 口 縁端部付近までヘラ ケ ズ リ に

よって仕上げる C 手法をとっている。 25は内面の一部に漆が付着していた。

ロ 径



第 3章 長岡京跡右京第364次調査概要 5 9  

�1 �2 � —J 3 "---_ ______j..,,,._, 4 "'----�5 't::._-:-:[,� 

�7 �8 "'=ニ二b.,_,/9
• 

\―� o  � —ノく 1 � 2 

ロニニ――�7 � 三S?C,:::�

��8 � 一。
��1 � ニ7,. \ '�� . </,, 

言2 �ン＜

こ� �ニンく
��·�·�/,. 

三�........-;.。 一／，
F——"""""3 ― ヽ‘、 'ーこコ・

, �= \ — �3 5 ― 2 

二こ------
• 

3 3 � 

＼ 一 、

第41図 出土遺物実測図 ( 1 / 4 )  
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碗 C (2 2·2 3 ) も 口 径10cm前後の 1 法量に限られる。 外面 は ヘラ ケ ズ リ のあとヘラミガキを

］施しており、 2 2で は 4 分割のヘラミガキ が認められた。

高坪A (30 ) は、 口 径20cmを測る坪部の破片である。 胎土 は精 良で、 色調 は 橙褐色を呈する

壺 B (15·16 ) は、 口径10cm前後で小型の人面墨書土器と考えられる。 口 縁端部 は、 強い ヨ

コ ナ デのため外方 に 屈曲している。 調整は、 内面から D 縁端部外面にか けて ヨ コ ナ デを施すが

外面 は端部付近を除き未調整である。 15の末調整部分には、 成形段階の指圧痕が残る。

甕A (31 ) は、 口 径17cmの小型品である。 形態 は、 胴の張らない体部に端部が上方へやや突

出する 「 く 」の 字状の 口 縁部が付く。 調整 は明らかでないが、 内面に は ハ ケ メ を施している。

須恵器に は坪 B 、 坪 B 蓋、 壺 L 、 甕がある。 壺 L 、 甕 は小片のため図示していない。

坪 B (34�37 ) は、 口 縁部径によ っ て12cm前後の坪 BII (35�37 )、 16cm前後の坪 BIII (34 ) 

に分かれる。 35�37は、 硬質 に焼成されている。 なお、 後述する坪 BI V蓋(32 ) に合うもの は

ない。
坪 B 蓋(32·33 ) に は、 口 径17 . 5cmの坪 BI ii蓋(33 ) と19cmの坪I V B 蓋(32 ) がある。 33 は

坪 BI I I  (34 ) に対応する法量を示す。 いづれも器高が低く扁平で、 口 緑端部が屈 曲する形態を

有し、 硬質 に焼成されている。 なお、 前述した坪 B Iiの法量に合う蓋は出土していない。

掘立柱建物 S 8 3 6 4 0 7 出 土砥石（図版30-38 ) 粘 板岩製の砥石である。 よく使い込まれて

おり、 最も薄いとこ ろで厚 さ0 . 5cmを測る。 残長10 . 2cm、 最大輻3 .8cmである。

竪穴住居 S H 3 6 4 1 0 出 土 土器（第41図ー39�43 ) 古墳時代前期の壺、 甕が出土している。

39 は、 直 口 壺の 口 縁部にあたる。 口 縁部 は直線的に外傾するが、 その端部 は外反気味の形状

を呈する。 調整は、 内外面とも横位 のヘラミガ キ が施 さ れ、 内面の み後に縦位 の粗いヘ ラ ミガ

キ を行う。 口 縁部径は約ll cmを測る。

40 は、 小型丸底壺である。 口 縁部 はやや外湾して立ち上がり、 その端部を鋭く収める。 口 縁

部から体部にか けての屈曲は不明瞭で、 やや扁 平な体部を呈している。 器高と 口 縁部高の比率

は 4 : 1 、 体部晟大径とD 縁部径の比率は1 . 1 : 1 を測る。 調整は、 体部内面ヘラ ケ ズ リ 、 外面

は ハ ケ メ を施し、 口 縁部は内外面とも ヨ コ ナ デを行 っ ている。 器高8cm、 口 径9cmを測る。

41は、 壺の 口 縁部と考えられる。 口 縁部は直線的に外傾し、 端部に至 っ て内外にやや肥厚さ

せる。 調整は、 内面下半をタ テハ ケ調整したのち、 内外面とも ヨ コ ナ デを施している。

42は、 布留式の甕である。 体部と明確な屈曲をもつ 口 縁部 は 、 直線的に外傾している。 口 縁

端部は内面上方に肥厚 させており、 上端面が外側に傾斜する面をなしている。 調整は、 肩部内

面ヘラ ケ ズ リ 、 他 は ヨ コ ナ デを施している。 口 径 は 15 . 5cmを測る。

43は、 大型の甕と考えられる。 内面ヘラ ケ ズ リ 、 外面 ヨ コ ハ ケ の調整手法をとる。

竪穴住居 S H 36410出土土器には、 大 和地域の坂 田寺下層式～上 ノ 井手遺跡 S D030 上層式

にあたる時期幅が推定される。 古い様相を示すものは、 直 口 壺(39 ) と甕(42 ) である。 直



第 3 章 長 岡 京跡右京第364次調査概要 6 1  

口 壺の 口 縁部は、 立ち上がりが長くヘラミガキ を多用している。 また、 甕は 口 縁端部がやや上

方に肥厚 している。 一方、 新相を示すものは小型丸底壺(40 ) である。 口 縁部の立ち上がりは

短く、 外面の調整にミガキを用いていない。

5 ま と め

今回の調査で検出した長岡京期の遺構には、 掘立柱建物、 柵、 井戸などがある。 しかし当初

目的とした長岡京西市に関連する遺構・遺物は検出されなかった。 これは 「市」 を特定できる

資料が考古資料の場合 その範囲を極端に狭めなければならないこと、 長岡京の条坊が確定 して

いないことによる。 「市」の検討は、 文 字を中心とした資料の増加や条坊の確定を待つ段階にあ

ると言える。 以下、 今回の調査で得た主な成果の概略を示しまとめにかえる。

中 世 15世紀末の礫 敷遺構と14世紀前半代の建物群がある。 後者では、 掘立柱建物、 柵、

井戸、 覆屋を検出した。 調査範囲が限られ屋敷地の全容は解明していないが、 建物の配置など

その一端を知ることができた。 この掘立柱建物の南方では、 14世紀前半代の 良好な一括資料を

出土した土器埋納遺構が検出された。 土器埋納遺構は、 前述の屋敷地と関連する可能性があり

この点について は今後の課題である。

次に 本調査の成果と付近の調査例を比較する。 これまでの調査と異なる点は、 遺構密度が極

めて高いことである。 素掘り溝など農耕に直接関連する遺構がないことは、 当地の性格を考え

るうえで重要な点である。 一方、 これまでの調査成果に対応するものには、 遺構の変遷と井戸

の検出がある。 本調査においても13世紀末から14世紀代と、 15世紀末の遺構・遺物を検出して

いる。 特に中世 遺物全体に 占める割合は、 14世紀前半代のものが最も高く遺構の ピ ー ク を示す

ものかもしれない。 このような検出状態を遺構の断絶と捉え得るなら ば、 中世 村落の在り方を

検討する足掛かりとなるであ ろう。 井戸は、 これまで周辺で6 例が確認されており、 その大部

分が14世紀代に属する。 当地周辺は、 旧小字名を 「澤井」 と呼び、 地名からも水との関わりの

深い地域であることがわかる。 また、 土器埋納遺構出土土器に ほぽ併行する時期の遺物は、 南

約90mで行われた右京第2 2 2次調査地の井戸状遺構 S X 2 2 203より出土している。

長岡京期 これまでの調査成果により、 当地は右京六条二 坊六町 の北西角地に 推定される。

しかし、 六条条間小路は左京域の検出 デ ータ であり、 右京域での検出が待たれる。

今回の調査では、 掘立柱建物、 柵、 井戸などを検出した。 これにより、 右京六条二 坊六町 に

お ける宅地利用状況の一端を明らかにすることができた。

掘立柱建物は、 遺構の重複が認められ、 建て替えられている可能性が高い。

井戸内からは、 使用時のものと廃棄に伴うものを合わせ46個体の土器が出土 した。 数量 的に

問題が残 るが、 土器の構成比率は土師器個体数が須恵器の それを凌駕し、 用途別比率では食器

が優位 に立つ結果を得ている。
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条坊の 確定作業、 宅地内 に お け る 建物 の 構成 ・ 配置状況、 土器の構成比率 と 宅地の利用状態

の 関連 な ど 、 課題の 大部分 は 1 つ の 調査地 に お い て 解決 な い し 見通 し が つ く も の で は な い 。 長

岡京跡の正確な 調査、 研究 の蓄積 に よ り 解決 さ れ る 課題であ る 。

古墳時代 前期 の 竪穴住居 1 棟 を検出 し た 。 出土土器 の う ち 新相 に 併行す る 時期 の遺物が

南100mで行わ れ た 右京第142次調査地の 暗褐色土層 よ り 出土 し て い る 。 こ の よ う に竪穴住居 に 関

連す る 遺構 は 、 さ ら に 南へ と 広 が っ て い る 可能性が高 い 。

注1 こ の他 に も 、 久保直子、 船戸裕子、 桂 真里、 上野恵己、 花村 潔 の 各氏 の ご協力 を

得た 。

2 岩崎 誠 「右京第102次調査略報」 財団法人長岡京市埋蔵文化財セ ン タ ー 『長岡京市埋

蔵文化財セ ン タ ー 年報』 昭和57年度 1983年

岩崎 誠 「第 4 章 右京第102次調査概要」 財団法人長 岡京市埋蔵文化財セ ン タ ー 『長

岡京市埋蔵文化財調査報告書』 第1集 1984年

3 中 山修一 「長岡京 に 関連す る 地名」 地名研究協議会 『地理』 7 月 号 1982年

4 西二坊坊間小路一黒坪一樹 「長岡京跡右京第194次発掘調査概要」 財団法人京都府埋蔵

文化財調査研究 セ ン タ ー 『京都府遺跡調査概報』 第19冊 1986年

六条条間小路 小 田桐 淳 「左京第210次調査略報」 財団法人長岡京市埋蔵文化財セ ン

タ ー 『長 岡京市埋蔵文化財セ ン タ ー年報』 昭和63年度 1990年

六条第二小路 『右京第339次調査現説資料』 財団法人長 岡京市埋蔵文化財セ ン タ ー

5 土師器、 須恵器の器種名 お よ び調整手法 に つ い て の 呼称法 は 、 百瀬正恒 「長岡京の土

器」 中 山修一先生古希記念事業会編 『長岡京古文化論叢』 (1986 ) での諸例 に 準拠 し た 。

6 原 秀樹 「右京第222次調査概報」 財団法人長 岡京市埋蔵文化財セ ン タ ー 『長 岡京市埋

蔵文化財セ ン タ ー 年報』 昭和60年度 1987年

7 木村泰彦 「右京第142次調査概報」 財団法人長 岡京市埋蔵文化財セ ン タ ー 『長 岡京市埋

蔵文化財セ ン タ ー 年報』 昭和58年度 1984年
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長 岡 京 跡右 京第352次調査

図

版

今里車塚古墳調査地全景 （東 か ら ）



長 岡 京 跡右京第352次鯛 査

図
版

l 調査区今景 （南西 か ら ）

2 葺石検 出状況 （南東か ら ）



長 岡 京 跡右京第352次鯛 査

l 周 濠検出状況 （南東か ら ）

2 調査区南辺検出 ピ ッ ト （北 西 か ら ）



長 岡 京 跡右 京第352次調査

図

版
四

l 調査区全景 （北東 か ら ）

2 墳丘部全景 （南酉か ら ）



長 岡 京 跡右京第352次調 査

図
版
五

l 葺石 。 柱列 （北四か ら ）

2 葺石 。 柱列 （南東か ら ）



長 岡 京 跡右京第352次調 査

図

版
-'
/ \.  

1 柱 1 (南東か ら ）

2 柱 2 (南東か ら ）

3 柱 3 (南東か ら ）



長 岡 京 跡右京 第352次調 査
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七

l 拡張区全景 （東か ら ）

2 拡張区全景 （西か ら ）



長 岡 京 跡右京第352次調査

図

版
八

l 木製品 出 土状態 (W 1 。 W 2 )  (W 3 · W 4 )  

2 木製品 出 土状態 (W 5 )  (W 6 )  

3 木製品 出 土状態 (W 9 )  (W 7 )  

4 木製品 出 土状態 (WlO · 1 1 。 1 2 ) (W 8 ) 



長 岡 京 跡右 京第352次調査

図
版
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今用車塚古墳出上円 筒埴輪



長 岡 京 跡右 京 第352次調 査

図
版

l 今里車塚山培 出 土 ドl 筒埴輪

1 3 

2 今里車塚古墳 出 土 円 筒埴輪底部



長 岡 京 跡右京 第352次調査

1 今里車塚古墳出 土 ヒ レ 付 円 筒埴輪

図
版

1 8 

1 9  

2 今里車塚古墳出 上 円 筒埴輪 ヒ レ 部



長 岡 京 跡右京 第352次調 査
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20 

22 

1 今里車塚古墳出 土朝顔形埴輪

2 今里車塚占墳出 土朝顔形埴輪

26 

27 25 

3 今里車塚古墳出 土形象埴輪



長 岡 京 跡右 京第352次調 査

柱 1

l 今里車塚古墳出土柱

図
版

柱2 柱3

W 1  

2 今里車塚古墳出 土木製品

W2 W3 W4 W5 



長 岡 京 跡右京第352次鯛 査

W 6 W7 

図
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1 今里車塚古墳出 上木製品

W9 

2 今里車塚古墳出 土木製品

W l O  W l i  W l 2  W 1 3  



長 岡 京 跡右 京 第 3 5 2 次 調 査

1 . ス ギ

1 1 .  バ ラ 科

1 6 . ヨ モ ギ属

1 2 .  ミ ク リ 属

2 . サ ワ グル ミ 属 3 . イ チ イ 科ー イ ヌ 4 . ニ レ 属 ケ ヤ � 5 ハ シ バ ミ 属
ガヤ科ー ヒ ノ キ 科 属

6 . ア カ ガ シ 亜属 7 .  エ ノ ヤ 属 ー ム ク 8 .  ッ ツ ジ 科
ノ キ属

岱柑厨
＇

図

版

9 . サ ン シ ョ ウ 属 1 0 . ユ キ ノ シ タ 科

1 3 . サ ジ オ モ ダ カ 属 1 4 . ア カ サ科ー ヒ ユ 1 5 .  ナ デ シ コ 科
科

1 7 .  オ ミ ナ エ シ 科 1 8 .  ツ リ ガネ ニ ン ジ ン 1 9 .  バ ラ 科
属 ー ホ タ ルブク ロ 属

20 . 不 明 花粉

21 . コ ウ ホ ネ 属 22 . カ ヤ ツ リ グサ科 23 . カ ヤ ツ リ グサ科 24 . イ ネ 科

今里 車塚古墳 出 土花粉遺体 ( 1 - 23 : X 800、 24 : X 400)  



1 . コ ウ ヤ マ え 2 ,  ガマ属

長 闘 京 跡右京第352次調査

可

3 . ミ ズユギ ノ シ タ 属

図

版

"'''" J ヽ

4 .  イ ネ 属 型 イ ネ 科

5 .  マ メ 科

6 。 ツ ガ属

7 - ミ ズア オ イ 属 8 .  ス イ カ ズ ラ 属 9 . ホ タ ル イ 属
果実

1 0 . ミ ク リ 属果実 1 1 . ミ ク リ 属 果実 1 2  . ホ タ ル イ 属 果実

今里車塚古 墳 出 土花粉 。 種実遺体 ( 1 - 8 : X 800、 9 。 1 1 : X 1 5 、 1 0 : X 7 . 5 、 1 2 : x .30 )



長 岡 京 跡右 京 第 3 5 2 次調 査

図

版
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柱 1 木 口 ( X 50 ) 2 . 柱 2 柾 目 ( )く 250)
コ ウ ヤ マ キ コ ウ ヤマ キ

3 . 柱 3 柾 目 （ 〉く 250)
コ ウ ヤ マ キ

4 .  杜主 3 板 目 ( X 50 )
コ ウ ヤマ キ

5 . Wl4 柾 目 ( X 250)  
コ ウ ヤ マ キ

W 9  木 口 ( X 50 ) 8 .  W 9 柾 目 ( X 250 )
コ ウ ヤ マ キ コ ウ ヤマ キ

9 .  W 4  木 口 ( X 50 )
コ ウ ヤ マ キ

今 平 車塚古墳 出 上 木村

1 0 .  W 4 柾 目 ( X 250 )
コ ウ ヤマ キ

I L  W 4 板 目 ( X 50 )
コ ウ ヤ マ キ



長 岡 京 跡右京第352次調 査

図
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l . W lO 木 口 ( X 50 ) 2 . Wl O 柾 目 ( X l 25 ) 3 . W lO 板 目 ( >< 1 25 ) 4 . Wll 木 IJ ( x  50)  5 . W l l 柾 目 ( X l25 ) 6 . W l l 板 目 ( X 125 )
カ ヤ カ ヤ カヤ カ ヤ カヤ カ ヤ

7 .  W 3 木 口 ( X 25 ) 8 .  木 5 柾 目 ( X 250 ) 9 · W 3 柾 目 ( X SOO) 
モ ミ 属 モ ミ 属 モ ミ 属

名

1 0 .  W 3 板 目 ( X 50 ) 
モ ミ 属

1 1 .  枝状木製 品 木 日 ( X 50 ) 1 2 . 枝状木製品 柾 目 ( X 50 )  
ア カ ガ シ 亜属 ア カ ガ シ 亜属

今里車塚古 墳 出 土木材

13 . 枝状木製 品 板 目 ( X 5 0 )  
ア カ ガ シ 亜属



長 岡 京 跡右 京第360次調査

図

版

1 発掘調査地速景 （南か ら ）

2 発掘 区全景 （北東 か ら ）



長 岡 京 跡右京第360次調査

図
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l 発掘 区全景（西 か ら ）

2 拡張区 の上層遺構 （西か ら ）



長 岡 京 跡右京第360次調 査

図
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1 拡張区落 込み s x 36002 の 弥生土器 出土状況 （東か ら ）

2 柱穴p 1 (東か ら ） 3 柱穴p 9 (西か ら ）

4 柱穴P l 2 (南か ら ） 5 柱穴P l 3 (南か ら ）



長 岡 京 跡右 京第360次調査

図
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28 ，
 

27 

落 込み S X 36002 出 土遺物
1 3 



長 岡 京 跡右 京 第360次調 査
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1 落 込 み S X 36002 出 土 弥牛ビ盗

9,＇·
 

）
 

ー

22 

2 土塙S K36007 出 土 土器



長 岡 京 跡右 京 第364次調査

図
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四

発掘調査地全景 （西か ら ）



長 岡 京 跡右 京 第364次調査

l ii渠敷遺構S X 36401  (北 か ら 〉

2 井戸 S E 36403 (西 か ら ） 3 ピ ソ ト P l8 1 遺物出土状況 （北 か ら ）



長 岡 京 跡右京第364次調査

1 掘立柱建胸 .S B 3 6407 (東か ら ）

2 井戸 S E 36409 (東 か ら ）



長 岡 京 跡右京第364次調査

図
版
ニ

1 竪穴1t居 S H3G41 0検 出状況 （北 か ら ）

2 竪穴住居 S H汽昇10完掘状況 （北 か ら ）



長 岡 京 跡右京第364次調査

図
版

1 流路S D 364 1 1(西 か ら ）

2 流路 S D 3641 1 堆積状況 （南か ら ）



長 岡 京 跡右京第364次調査
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4
 

5
 

7
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10 

1 1  1 2  

1 3 1 4 

出 土遺物 ( 1 )



長 岡 京跡右京第364次鯛 査
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三

〇

21 

24 29 

32 38 

出 土遣物 (2)
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